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９　月
定例会

▲希望あふれる笑顔の乳児

平成２３年度一般・特別会計および
� 各企業会計の決算を認定

　９月定例会は９月６日から９月２７日までの２２日間の日程で開かれました。
　今議会では、幼児遊戯施設の建設や市のいじめ対策などに対する一般質問があったほか、議会基本条例の
素案報告などがあり活発な議論が行われました。
　議案は、平成２３年度一般・特別会計歳入歳出決算認定、水道事業、市立病院事業会計などの企業会計剰余
金の処分および決算認定や、一般会計補正予算、山形城跡本丸一文字門高麗門の復原工事用木材の購入など、
市長提出の議案１０件、地方財政の充実・強化を求める意見書の提出などの議会案２件が提案されました。
　審議の結果、特例公債法案の速やかな成立を求める意
見書の提出については賛成多数で可決し、その他の議会
案・議案については全員異議なく可決、認定および同意
しました。
　また請願は、継続審査中の４件のうち１件について
は請願者から撤回の申し出があったためこれを承認し、
残る３件と新たに提出された１件を審議し、１件を採
択、３件を継続審査としました。

一般質問…………………………………２
平成２３年度決算を認定…………………８
決算委員会審査報告……………………９
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目

　次

不活化ポリオ予防接種や住宅リフォーム総合支援などに係る
� 総額７億８,５８２万円の補正予算を可決

視
線
の
先
に
見
え
る
の
は

�

山
形
市
の
明
る
い
未
来
！

中央部に議会基本条例（素案）へのご意見募集に関する冊子が折り込まれていますので、ぜひご覧ください。



秋
深
ま
る
芋
煮
の
頃
に

　
　活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
問
う

一般質問

中
野　
信
吾

（
自
由
民
主
党
新
翔
会
）

人
・
農
地
プ
ラ
ン
と
後
継
者
対
策
、
農
業
の
６
次

産
業
化
の
取
り
組
み
と
農
商
工
連
携
、
有
害
鳥
獣

と
耕
作
放
棄
地
対
策　
ほ
か

質
問
者

質
問
の
要
旨

市
の
農
業
振
興
と

後
継
者
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
農
家
の
後
継
者
や
認
定
農

業
者
の
確
保
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
し
て
き
た
の
か
。

　
　
　
農
家
の
後
継
者
お
よ
び
認

質
問

答
弁

中
野　
信
吾 

議
員

遠
藤　
吉
久

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
に
対
す
る
考
え
方
、

市
民
の
安
全
・
安
心
体
制
、
市
民
が
安
心
し
て
働

け
る
体
制
に
つ
い
て　
ほ
か

菊
地
健
太
郎

（
自
由
民
主
党
新
翔
会
）

市
街
地
の
活
性
化
、
バ
ス
路
線
の
拡
充
、
全
国
に

発
信
す
る
エ
コ
サ
マ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
、
統
合
型
リ

ゾ
ー
ト
施
設
誘
致
に
つ
い
て　
ほ
か

高
橋　
公
夫

（
市
民
連
合
山
形
市
議
団
）

障
が
い
者
福
祉
施
策
、
山
形
ろ
う
学
校
・
村
山
特

別
支
援
学
校
の
教
育
環
境
の
改
善
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
耐
震
化
に
つ
い
て　
ほ
か

武
田　
　
聡

（
緑
政
・
民
主
・
公
明
ク
ラ
ブ
）

ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
市
民
生
活
に
活
力
を
、
市
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
と
若

者
の
市
政
へ
の
意
見
反
映
に
つ
い
て

浅
野　
弥
史

（
改
革
会
議
）

雇
用
、
経
済
対
策
、
子
育
て
推
進
、
少
子
化
対
策
、

子
ど
も
議
会
の
開
催
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
積
極
的
導

入
、
休
日
開
庁
、
被
災
地
復
興
支
援
に
つ
い
て

定
農
業
者
に
対
し
、
融
資
事
業
や

各
種
組
織
な
ど
へ
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
も
、
青
年
農
業
者

や
認
定
農
業
者
の
育
成
・
確
保
を

図
る
た
め
、
継
続
し
て
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

　
　
　
青
年
就
農
給
付
金
制
度
に

つ
い
て
、
十
分
な
説
明
と
周
知
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

農
協
を
通
じ
て
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
全
農
家
へ
配
布
す
る
と

と
も
に
、
認
定
農
業
者
へ
の
情
報

誌
で
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

市
内
２１
地
区
で
説
明
会
を
開
催
し

て
き
た
が
、
今
後
も
必
要
に
応
じ

て
説
明
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
米

粉
利
用
拡
大
に
つ
い
て
、
新
た
な

商
品
開
発
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
米
粉
を
使
用
し
た
パ
ン
や

菓
子
な
ど
が
販
売
さ
れ
る
な
ど
、

民
間
事
業
者
な
ど
に
よ
る
商
品
開

発
が
進
ん
で
い
る
。
本
市
に
お
い

て
も
米
粉
利
用
拡
大
の
た
め
、
米

粉
製
粉
機
の
導
入
に
補
助
を
実
施

す
る
な
ど
、
今
後
も
関
係
団
体
と

検
討
し
支
援
し
て
い
く
。

　
　
　
有
害
鳥
獣
被
害
防
止
パ
ト

ロ
ー
ル
は
平
成
２４
年
度
で
終
了
と

な
る
が
、
地
元
か
ら
は
継
続
を
希

望
す
る
声
が
大
き
い
。
今
後
も
継

続
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
地
元
か
ら
も
効
果
が
非
常

に
高
い
と
い
う
意
見
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
市
独
自
で
継
続
す

る
方
向
で
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
卸
売
市
場
の
場
外
に
山
形

の
農
産
物
を
販
売
す
る
直
売
所
を

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

田
中　
英
子

（
自
由
民
主
党
新
翔
会
）

安
全
・
安
心
な
市
民
生
活
、
総
合
的
な
子
育
て
環

境
の
充
実
、
山
形
市
活
性
化
、
福
祉
・
医
療
に
つ

い
て

武
田　
新
世

（
緑
政
・
民
主
・
公
明
ク
ラ
ブ
）

橋
梁
の
長
寿
命
化
計
画
、
市
民
生
活
の
安
全
安

心
、
子
ど
も
達
の
安
全
確
保
、
雑
が
み
回
収
袋
の

全
戸
配
布
に
つ
い
て

●一般質問は内容を要約して掲載しています。また、議会ホームページで質問の様子が録画映像でご覧いただけます。
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柔
軟
な
発
想
と
リ
ア
リ
ズ
ム
の
追
及
で

市
民
生
活
に
活
力
と
安
心
を
！

を
開
催
し
、
市
長
の
考
え
も
示
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。
市
民

の
意
見
反
映
な
ど
は
、
取
り
組
み

の
中
で
行
っ
て
い
き
た
い
。
多
角

的
な
検
討
に
つ
い
て
は
計
画
策
定

に
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
、

県
都
と
し
て
全
国
大
会
な
ど
の
開

催
が
可
能
な
一
定
の
規
模
が
求
め

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
県
と
市

の
双
方
が
協
力
し
な
が
ら
進
め
る

体
制
づ
く
り
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

県
に
対
し
、
仮
称
「
県
都
ス
ポ
ー

ツ
施
設
整
備
協
議
会
」
の
設
置
を

求
め
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
も
個
別
事
案
で

の
協
議
を
行
っ
て
い
る
が
、
設
置

の
可
能
性
や
適
否
な
ど
を
探
っ
て

い
き
た
い
。

　
　
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固

定
価
格
買
い
取
り
制
度
が
開
始
さ

れ
た
が
、
賦
課
金
の
額
が
５
年
後

に
は
５
倍
に
な
る
と
の
試
算
も
あ

る
。
今
後
の
負
担
増
に
よ
り
設
備

未
設
置
者
や
企
業
活
動
を
阻
害
す

る
懸
念
が
あ
る
。
制
度
に
対
す
る

基
本
認
識
と
、
今
後
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
助
成
制
度

を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

　
　
　
制
度
に
伴
う
賦
課
金
は
、

市
民
生
活
や
企
業
活
動
に
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

電
力
会
社
の
供
給
と
併
せ
て
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
こ

と
は
有
効
と
考
え
る
。
助
成
制
度

を
利
用
し
た
太
陽
光
発
電
装
置
の

普
及
拡
大
が
、
価
格
の
低
減
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
　
　
日
本
の
住
宅
断
熱
化
対
策

は
諸
外
国
に
比
べ
遅
れ
て
い
る
。

建
物
の
省
エ
ネ
化
も
需
要
逼
迫
対

策
や
環
境
負
荷
低
減
に
大
き
く
影

響
す
る
。
高
性
能
住
宅
の
普
及
拡

大
の
た
め
、
北
海
道
と
同
規
準
の

省
エ
ネ
基
準
を
満
た
し
た
住
宅
の

推
奨
拡
大
と
市
独
自
の
助
成
制
度

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
国
が
創
設
す
る
補
助
制
度

な
ど
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
研
究

し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
山
形
商
業
高
国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
の
修
学
旅
行
先

が
、
単
科
で
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
か
ら

学
年
全
体
で
の
台
湾
に
変
更
さ
れ

る
が
、
同
科
の
英
語
学
研
修
の
観

点
か
ら
の
見
解
は
ど
う
か
。
ま
た
、

渡
航
費
用
が
県
の
基
準
額
を
超
え

る
こ
と
が
変
更
の
理
由
と
も
聞
く

が
、
市
立
高
校
の
独
自
性
を
出
し

て
判
断
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
国
際
的
な
感
覚
と
言
語
能

力
を
兼
ね
備
え
た
人
物
が
求
め
ら

れ
る
時
代
で
あ
り
、
同
科
だ
け
で

な
く
、
全
生
徒
が
海
外
で
の
体
験

を
す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。

渡
航
費
用
は
、
県
基
準
を
参
考
に

し
な
が
ら
も
独
自
に
決
定
し
て
い

る
。
今
回
は
初
め
て
の
試
み
で
あ

り
、今
後
検
証
が
必
要
だ
と
思
う
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

▲大きな関心を集めるドーム型競技場（津軽克雪ドーム）

武
田　
　
聡 
議
員

▲農業の後継者へ柔軟な支援を

設
置
し
、
観
光
客
に
広
く
ア
ピ
ー

ル
し
集
客
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
民
間
の
商
業
組
合
や
協
議

会
な
ど
が
運
営
母
体
と
な
っ
て
場

外
市
場
を
設
置
し
て
い
る
事
例
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
調
査
・

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
流
通
団
地
東
側
の
楯
山
地

区
寺
西
に
、
食
品
に
限
定
し
た
産

業
団
地
を
開
発
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
当
面
は
、
下
椹
沢
地
区
の

団
地
開
発
事
業
を
推
進
し
、
早
期

の
分
譲
開
始
を
目
指
し
て
努
力
し

て
い
く
。

　
　
　
Ｊ※
１
Ｃ
Ｉ　
Ａ※
２
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
山

形
大
会
は
本
市
を
国
内
外
に
売
り

込
む
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

大
会
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
東
北
地
方
の
復
興
と
併
せ

て
国
内
外
に
山
形
を
発
信
す
る
好

機
と
捉
え
て
お
り
、
山
形
青
年
会

議
所
、
農
業
お
よ
び
商
工
業
関
連

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
一
丸
と

な
っ
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

　
　
　
山
寺
の
景
観
整
備
を
含
め

た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
観
光
地
と
し
て
の
特
徴
を

生
か
し
た
地
区
の
振
興
を
図
る
た

め
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る
交

通
渋
滞
解
消
に
向
け
た
道
路
整

備
、
歴
史
・
文
化
を
感
じ
さ
せ
る

街
並
み
づ
く
り
な
ど
の
整
備
を

行
っ
て
い
く
。

　
　
　
本
市
教
育
委
員
会
で
は
、

い
じ
め
に
関
わ
る
問
題
が
起
き
た

際
、ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　
　
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
組

織
的
な
素
早
い
対
応
を
考
え
て
い

る
。
大
津
市
の
事
件
後
、
各
小
・

中
学
校
に
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
配

布
し
、
計
画
的
に
取
り
組
む
よ
う

指
導
し
て
い
る
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　
ド
ー
ム
型
競
技
場
建
設
に

つ
い
て
は
、
３
月
定
例
会
で
付
帯

決
議
が
な
さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
か
。
ま
た
、

新
規
建
設
予
定
の
市
野
球
場
と

ド
ー
ム
型
競
技
場
を
隣
接
さ
せ
る

な
ど
の
多
角
的
な
見
地
か
ら
の
検

討
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
付
帯
決
議
を
真
剣
に
受
け

止
め
、
事
務
を
進
め
て
い
る
。
総

合
的
な
施
設
整
備
計
画
の
中
で
検

討
を
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
実
施
計
画

の
見
直
し
の
中
で
検
討
す
る
。
施

設
の
全
体
像
は
基
本
構
想
で
明
ら

か
に
す
る
。
全
庁
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
は
、
庁
内
で
関
係
会
議

質
問

答
弁

※１　ＪＣＩ…Junior Chamber Internationalの略。国際青年会議所。
※２　ＡＳＰＡＣ…Asia Pacific Area Conferenceの略。アジア太平洋地域会議。平成２６年に山形で開催予定。

平成２４年１１月１日／１８２号
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※　中学生議会…中学生が議員役となり、市長などへ市政に関する質問や提言などを行う模擬議会。

障
が
い
者
の
福
祉
向
上
の
た
め

仮
称
「
障
が
い
福
祉
課
」
を
設
置
せ
よ

　
　
　
１０
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
障
害
者
虐
待
防
止
法
に
基
づ
く

障
が
い
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
の

設
置
に
向
け
た
状
況
は
ど
う
か
。

質
問

高
橋　
公
夫 

議
員

　
　
　
担
当
で
あ
る
生
活
福
祉
課

内
に
同
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
持
た

せ
て
対
応
す
べ
く
準
備
を
進
め
て

お
り
、
広
報
紙
な
ど
を
通
じ
て
市

民
へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

答
弁

　
　
　
障
が
い
者
就
労
施
設
な
ど

の
受
注
機
会
を
確
保
し
、
障
が
い

者
の
自
立
促
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
法
律
が
２５
年
４
月
か
ら

施
行
さ
れ
る
が
、
調
達
方
針
の
策

定
に
向
け
た
状
況
は
ど
う
か
。
ま

た
、
調
達
し
や
す
い
環
境
を
整
備

す
る
た
め
、
施
設
側
と
の
話
し
合

い
の
場
な
ど
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
対
応
に
遅
れ
が
生
じ
な
い

よ
う
、
国
・
県
の
動
向
な
ど
を
見

な
が
ら
調
達
方
針
な
ど
を
策
定
し

て
い
く
。
ま
た
、
調
達
に
当
た
っ

て
は
、
需
要
と
供
給
が
見
合
う
よ

う
施
設
側
と
調
整
し
て
い
く
。

　
　
　
障
が
い
者
の
増
加
に
伴
う

業
務
増
に
加
え
、
新
た
な
法
律
の

施
行
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
仮

称「
障
が
い
福
祉
課
」を
新
設
し
、

施
策
の
推
進
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
重
点
施
策
に
掲
げ
て
い
る

障
が
い
者
福
祉
の
充
実
を
実
現
し

て
い
く
た
め
、
障
が
い
者
福
祉
に

特
化
し
た
課
を
新
設
し
た
い
。

　
　
　
自
治
体
に
お
け
る
障
が
い

者
の
法
定
雇
用
率
が
２５
年
度
か
ら

引
き
上
げ
ら
れ
る
。
市
が
率
先
し

て
障
が
い
者
の
雇
用
を
推
進
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
障
が
い
を
持
つ
方
を
率
先

し
て
雇
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
法

定
雇
用
率
を
順
守
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
市
障
が
い
福
祉
計
画
に
お

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

ソ
フ
ト
事
業
充
実
に
よ
る

待
機
児
童
の
解
消
を
！

入
れ
な
が
ら
、
主
催
者
で
あ
る
山

形
青
年
会
議
所
と
十
分
に
協
議
し

て
い
く
。

　
　
　
市
内
企
業
の
大
半
は
中
小

企
業
で
あ
る
。
中
小
企
業
に
対
す

る
支
援
を
よ
り
明
確
化
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
関
係
団
体
か
ら
の
意
見
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
、
経
営
状
況

や
要
望
な
ど
を
直
接
聞
き
な
が
ら
、

具
体
的
な
支
援
策
に
反
映
さ
せ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
同
様
に
、
振
興

発
展
と
産
業
経
済
の
活
性
化
に
努

め
た
い
。

　
　
　
待
機
児
童
の
多
く
は
０
〜

２
歳
児
だ
が
、
保
育
所
の
整
備
だ

け
で
は
な
く
、
保
育
マ
マ
制
度
の

よ
う
な
ソ
フ
ト
事
業
を
拡
充
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
今
後
も
多
様
な
保
育
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
晩
婚
化
や
非
婚
化
の
要
因

の
一
つ
と
し
て
出
会
い
の
場
が
な

い
こ
と
が
あ
る
。
市
で
婚
活
事
業

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
本
市
に
お
い
て
は
、
多
く

の
民
間
団
体
や
「
や
ま
が
た
結
婚

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
に
よ
る
男

女
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
イ

ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
が
あ
る
。

情
報
を
積
極
的
に
提
供
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
市
民
の
方
々
の
婚
活
に

活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
平
成
１３
年
に
中

※

学
生
議
会

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
定
期
的
に

開
催
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
施
設
整
備
や
通
学
路
へ
の

要
望
な
ど
身
近
な
話
題
が
多
く
、

市
全
体
に
対
す
る
議
論
に
至
ら
な

か
っ
た
こ
と
や
、
部
活
動
な
ど
で

忙
し
く
参
加
す
る
子
ど
も
の
負
担

が
大
き
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
在

の
と
こ
ろ
開
催
す
る
予
定
は
な
い
。

　
　
　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
公
共
施
設

な
ど
へ
積
極
的
に
導
入
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
特
長
を
十

分
に
生
か
せ
る
設
置
場
所
を
検
討

し
な
が
ら
導
入
し
た
い
。

　
　
　
市
民
の
利
便
性
向
上
を
図

る
た
め
に
、
市
役
所
の
休
日
開
庁

を
試
験
的
に
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
現
在
の
平
日
窓
口
受
付
時

間
延
長
に
つ
い
て
検
証
し
な
が
ら
、

休
日
開
庁
の
必
要
性
や
延
長
時
間

も
含
め
て
、
今
後
の
研
究
課
題
と

し
た
い
。

　
　
　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

へ
の
本
市
職
員
の
派
遣
に
つ
い
て
、

今
後
の
支
援
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　
現
在
、
土
木
技
師
２
人
を

派
遣
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
２４
年

１０
月
か
ら
岩
手
県
山
田
町
に
１
人

の
職
員
を
派
遣
す
る
こ
と
と
し
た
。

再
任
用
職
員
や
任
期
付
職
員
の
活

用
に
よ
る
派
遣
の
可
能
性
を
検
討

し
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
の
支
援

を
行
い
た
い
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

▲手作りの温かい保育が特長の保育ママ制度

浅
野　
弥
史 

議
員

　
　
　
新
産
業
団
地
の
整
備
お
よ

び
誘
致
状
況
と
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

の
実
績
を
聞
き
た
い
。

　
　
　
平
成
２４
年
度
は
、
現
況
測

量
な
ど
の
業
務
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
基
本
計
画
を
策
定
す
べ
く

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
現
在
ト

ヨ
タ
系
企
業
へ
の
訪
問
や
交
渉
を

継
続
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
今

後
も
積
極
的
に
行
い
た
い
。

　
　
　
新
産
業
団
地
整
備
用
地
で

は
、
毎
年
大
花
火
大
会
が
行
わ
れ

て
い
る
。
関
係
団
体
と
の
協
議
で
、

新
た
な
場
所
や
対
応
策
な
ど
は
具

体
的
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
今
後
の
花
火
大
会
の
開
催

は
、
現
在
地
で
の
開
催
を
視
野
に

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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※１　技能五輪全国大会…青年技能者の技能レベルの日本一を競う技能競技大会。
※２　アビリンピック…アビリティ（能力）とオリンピックを合わせた造語。全国障がい者技能競技大会。技能五輪全国大会と共に平成２８年開催

に向け山形県が誘致活動中。
※３　バスロケーションシステム…バスの接近や到着予測時刻情報を停留所や携帯電話、インターネットなどで確認できるシステム。

将
来
を
見
据
え

ま
ち
の
活
性
化
を
図
れ

の
認
定
申
請
の
予
定
は
ど
う
か
。

　
　
　
検
証
は
国
か
ら
求
め
ら
れ

る
自
己
評
価
作
業
に
よ
り
２４
年
度

に
行
う
。
次
期
の
申
請
は
、
他
市

の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
行
う
。

　
　
　
和
服
で
歩
き
た
い
ま
ち
を

目
指
し
、
低
料
金
で
の
着
物
レ
ン

タ
ル
事
業
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
昨
年
、
七
日
町
歩
行
者
天

国
で
街
な
か
を
着
物
で
楽
し
む
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。
和
服
の
普

及
と
事
業
展
開
に
向
け
て
関
係
機

関
と
協
議
し
て
い
く
。

　
　
　
市
民
の
利
便
性
向
上
の
た

め
に
、
バ
ス
路
線
の
拡
充
と
バ
ス

路
線
番
号
の
付
与
、
分
か
り
や
す

い
料
金
体
系
な
ど
の
利
用
改
善
策

を
講
じ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
今
年
度
、
バ
ス
事
業
者
で

バ※
３

ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の

整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
分

か
り
や
す
い
バ
ス
運
行
情
報
の
発

信
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
ク
ー
ル
ビ
ズ
と
し
て
、
モ

ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
だ

け
で
な
く
、
山
形
の
風
物
や
ベ
ニ

ち
ゃ
ん
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
で
山
形

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
全
国
に
発
信
し
、

お
み
や
げ
に
な
る
よ
う
な
開
襟

シ
ャ
ツ
を
作
製
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
市
民
に
不
快
感
を
与
え
な

い
服
装
を
勘
案
し
な
が
ら
、
今
年

度
の
実
績
を
踏
ま
え
、
取
り
組
み

の
手
法
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
ド
ー
ム
型
競
技
場
建
設
計

画
は
市
民
の
ニ
ー
ズ
と
乖か
い
離り

し
て

お
り
、
各
種
公
式
試
合
が
で
き
な

い
よ
う
な
ド
ー
ム
で
あ
れ
ば
必
要

な
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
も
答
弁
し
た
よ

う
に
、
市
民
に
と
っ
て
使
い
勝
手

の
良
い
施
設
と
し
て
整
備
し
た
い
。

　
　
　
Ｊ
リ
ー
グ
で
は
新
制
度
が

導
入
さ
れ
、
ス
タ
ン
ド
や
ピ
ッ
チ

の
整
備
要
求
が
あ
る
が
、
新
た
に

建
設
し
た
ほ
う
が
得
策
で
あ
る
。

こ
れ
を
機
に
市
内
へ
サ
ッ
カ
ー
ス

タ
ジ
ア
ム
を
建
設
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
拠

点
変
更
は
見
込
め
な
い
た
め
、
Ｊ

リ
ー
グ
対
応
の
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ

ア
ム
を
市
内
に
建
設
す
る
考
え
は

現
在
の
と
こ
ろ
な
い
。

　
　
　
カ
ジ
ノ
を
含
む
統
合
型
リ

ゾ
ー
ト
施
設
が
立
地
す
れ
ば
、
長

期
滞
在
型
観
光
の
推
進
と
大
き
な

地
域
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

誘
致
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
る

一
方
で
、
青
少
年
へ
の
対
応
な
ど

も
必
要
に
な
る
。
他
自
治
体
の
動

向
を
踏
ま
え
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
練
馬
区
の
農
業
体
験
農
園

で
は
、
栽
培
指
導
を
行
い
農
家
の

収
入
と
市
民
と
の
交
流
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
。
耕
作
放
棄
地
対
策

と
し
て
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
農
業
振
興
公
社
と
の
連
携

も
含
め
調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

▲市民が利用しやすいバス事業整備を

菊
地
健
太
郎 
議
員

▲きめ細かな障がい者福祉の推進を

け
る
福
祉
施
設
か
ら
一
般
就
労
へ

の
移
行
者
目
標
数
を
、
経
済
状
況

を
理
由
に
半
分
に
下
げ
た
こ
と
は

無
責
任
に
感
じ
る
。
目
標
が
達
成

さ
れ
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
計
画
の
進
行
管
理
を
し
っ

か
り
と
行
い
、
目
標
の
達
成
に
向

け
て
努
力
し
て
い
く
。

　
　
　
村
山
特
別
支
援
学
校
の
児

童
生
徒
の
増
加
へ
の
対
応
と
し
て
、

山
形
ろ
う
学
校
の
校
舎
を
利
用
し

て
い
る
が
適
切
な
学
習
環
境
で
は

な
い
。
設
置
者
の
県
に
対
し
環
境

整
備
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
県
内
の
教
育
長
会
で
も
特

別
支
援
学
校
の
新
設
や
分
校
設
置

を
県
に
要
望
し
て
お
り
、
県
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
継
続
し
て
要

望
し
て
い
く
。

　
　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
使

用
す
る
建
物
の
耐
震
化
に
係
る
補

助
制
度
を
県
や
市
が
創
設
し
た
こ

と
は
評
価
す
る
が
、
さ
ら
な
る
安

全
・
安
心
の
た
め
、
補
助
対
象
を

拡
大
す
る
と
と
も
に
事
業
の
継
続

を
県
に
働
き
掛
け
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
今
回
の
補
助
対
象
施
設
の

改
修
実
績
を
見
な
が
ら
、
現
行
耐

震
基
準
を
満
た
さ
な
い
木
造
施
設

へ
の
補
助
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

制
度
の
存
続
や
充
実
を
県
に
強
く

要
望
し
て
い
く
。

　
　
　
県
が
誘
致
活
動
を
行
っ
て

い
る
技※
１
能
五
輪
全
国
大
会
・
全
国

ア※
２
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
山
形
で
開
催

さ
れ
れ
ば
、
も
の
づ
く
り
産
業
の

基
盤
強
化
や
障
が
い
者
の
雇
用
拡

大
に
つ
な
が
り
、
経
済
波
及
効
果

も
期
待
で
き
る
。
市
と
し
て
も
積

極
的
に
支
援
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
過
度
な
負
担
と
な
ら
な
い

よ
う
な
協
力
体
制
に
つ
い
て
県
と

協
議
し
て
い
き
た
い
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　
市
街
地
に
子
育
て
世
代
を

対
象
と
し
た
市
民
住
宅
を
建
設
す

る
こ
と
で
、
街
な
か
居
住
を
促
進

し
、
郊
外
マ
ン
モ
ス
校
と
中
心
部

小
規
模
校
の
均
衡
が
図
ら
れ
る
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
市
営
住
宅
な
ど
の
街
な
か

へ
の
建
設
は
、
新
た
な
空
き
家
の

発
生
に
も
つ
な
が
る
た
め
必
要
な

い
と
考
え
る
。
別
の
方
法
で
の
街

な
か
居
住
の
施
策
を
推
進
す
る
。

　
　
　
空
き
店
舗
や
空
き
家
な
ど

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
事
業
は
、
ま
ち

づ
く
り
会
社
を
活
用
し
、
先
行
し

て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の
推
進

状
況
の
検
証
と
平
成
２６
年
度
以
降

質
問

答
弁

質
問

平成２４年１１月１日／１８２号
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※１　ネグレクト…無視すること。ここでは高齢者への介護放棄などの虐待の意味。
※２　木酢液…木材を加工して得られる刺激臭のある液体。鳥よけの効果が期待されている。

市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で

市
民
の
立
場
に
立
っ
た
市
政
を

　
　
　
今
後
の
消
防
署
の
人
員
体

制
や
消
防
車
両
数
に
つ
い
て
、
増

強
す
る
予
定
は
あ
る
か
。
ま
た
、

救
急
救
命
士
を
増
や
す
考
え
は
あ

質
問

田
中　
英
子 

議
員

る
か
。

　
　
　
（
仮
称
）西
消
防
署
に
つ
い

て
は
指
揮
車
、
高
規
格
救
急
車
、

救
助
工
作
車
、
は
し
ご
車
な
ど
の

装
備
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
署

答
弁

と
し
て
必
要
な
５８
人
体
制
に
向
け

て
段
階
的
に
整
備
し
、
市
民
生
活

の
安
全
安
心
の
確
保
に
努
め
て
い

く
。
な
お
、
救
急
救
命
士
は
現
在

３７
人
が
資
格
を
有
し
て
い
る
が
、

新
た
に
３
人
を
養
成
中
で
あ
る
。

　
　
　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、

空
き
家
や
空
き
ビ
ル
な
ど
の
実
態

を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
平
成
２３
年
度
か
ら
老
朽
危

険
空
き
家
対
策
事
業
を
行
っ
て
お

り
、
周
囲
に
危
険
を
及
ぼ
す
も
の

は
、
近
隣
か
ら
の
情
報
提
供
な
ど

に
よ
り
実
態
を
把
握
し
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
場
合
は
除
却
な
ど

の
対
策
を
取
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

現
在
、
県
の
関
係
部
局
と
市
町
村

で
組
織
す
る
空
き
家
対
策
検
討
会

で
指
針
を
策
定
し
て
お
り
、
こ
の

結
果
を
踏
ま
え
さ
ら
に
対
策
が
必

要
か
検
討
す
る
。

　
　
　
一
斉
清
掃
時
の
側
溝
の
土

砂
上
げ
見
合
わ
せ
に
よ
り
、
詰
ま

り
や
悪
臭
の
発
生
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。
土
砂
上
げ
に
よ
る
放
射

性
物
質
拡
散
の
危
険
が
高
ま
る
恐

れ
が
あ
る
た
め
、
早
急
に
方
針
を

示
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

ま
た
、
土
砂
上
げ
を
行
っ
た
際
の

処
理
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
　
側
溝
の
土
砂
上
げ
は
、
土

質
問

答
弁

質
問

答
弁

新
た
な
社
会
的
克
雪

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
！

　
　
　
優
秀
な
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

獲
得
や
育
成
に
努
め
、
最
新
鋭
の

医
療
機
器
を
導
入
し
て
外
科
手
術
、

化
学
療
法
、
放
射
線
治
療
を
年
間

延
べ
１
０
０
０
人
を
超
え
る
患
者

さ
ん
に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
が

ん
診
療
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

相
談
を
受
け
て
い
る
。

　
　
　
公
契
約
条
例
の
制
定
に
向

け
た
作
業
の
進
行
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
現
在
、
検
討
会
に
お
い
て

条
例
の
骨
格
を
成
す
部
分
に
つ
い

て
検
討
し
、
年
内
中
に
も
条
例
素

案
を
ま
と
め
る
。
そ
の
後
、
雇
用

者
や
労
働
者
側
の
意
見
を
聞
い
て

条
例
案
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

　
　
　
新
野
球
場
と
屋
内
型
競
技

場
の
建
設
に
向
け
た
基
本
構
想
の

策
定
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
　
基
本
構
想
に
つ
い
て
は
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
実
施
計
画

の
見
直
し
と
同
時
に
検
討
を
行
っ

て
お
り
、
２４
年
度
中
の
策
定
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
耕
作
放
棄
地
や
遊
休
農
地

に
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
を
設
置
し
、
実

証
実
験
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
実
証
実
験
な
ど
の
可
能
性

を
農
業
者
や
農
協
な
ど
の
各
関
係

機
関
と
協
議
し
な
が
ら
、
今
後
、

調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
雪
下
ろ
し
、
雪
か
き
が
で

き
な
い
高
齢
者
な
ど
の
世
帯
が
多

い
。
今
後
は
、
地
域
単
位
で
除
排

雪
を
行
う
場
合
に
休
暇
を
認
め
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
行
い
、

社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
昨
シ
ー
ズ
ン
の
対
応
を
踏

ま
え
る
と
と
も
に
、
高
齢
化
の
進

展
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
新
た

な
克
雪
対
策
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
る
。
１１
月
ま
で
に
は
、
改

善
案
を
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

と
そ
の
周
辺
地
域
に
ム
ク
ド
リ
の

大
群
が
襲
来
し
異
臭
が
す
る
な
ど

の
被
害
が
生
じ
て
い
る
。
対
策
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
抜
本
的
な
対
策
が
見
当
た

ら
な
い
中
で
、
樹
木
な
ど
の
剪
定

を
行
う
と
と
も
に
、
木※
２

酢
液
を
入

れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
木
に
吊
る

し
、
ど
の
程
度
効
果
が
あ
る
か
経

過
を
観
察
し
て
い
る
。
ま
た
、
他

の
対
策
に
つ
い
て
も
情
報
を
収
集

し
て
い
る
。

　
　
　
柔
道
が
柔
道
レ
ス
リ
ン
グ

化
し
、
日
本
古
来
の
柔
道
と
大
き

く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
中
学
校

武
道
教
育
に
お
い
て
、
そ
の
点
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
中
学
校
武
道
教
育
に
お
い

て
は
、
相
手
を
思
い
や
る
心
や
礼

儀
な
ど
、
心
と
身
体
を
一
体
と
捉

え
た
日
本
古
来
の
柔
道
に
重
点
を

置
い
た
指
導
を
展
開
し
て
い
く
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

▲助けあいで新たな克雪対策を

遠
藤　
吉
久 

議
員

　
　
　
認
知
症
高
齢
者
な
ど
が
増

加
す
る
中
で
、
ネ※
１
グ
レ
ク
ト
な
ど

の
問
題
が
生
じ
な
い
よ
う
成
年
後

見
制
度
の
活
用
を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
認
知
症
高
齢
者
な
ど
が
介

護
放
棄
・
放
任
を
受
け
た
場
合
に
、

本
人
に
代
わ
っ
て
医
療
・
介
護
の

契
約
や
財
産
管
理
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
成
年
後
見
制
度
は
非
常
に

有
効
な
制
度
で
あ
り
、
積
極
的
に

申
し
立
て
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、

利
用
者
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め

の
方
策
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　
済
生
館
で
の
が
ん
診
療
に

お
け
る
体
制
と
状
況
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

質
問

答
弁

質
問
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市
民
の
安
全
を
守
り
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を

と
時
間
延
長
の
要
望
を
し
て
い
く
。

そ
の
中
で
、
市
民
か
ら
の
相
談
件

数
や
内
容
な
ど
の
実
態
を
分
析
し
、

市
独
自
の
取
り
組
み
を
研
究
し
て

い
く
。

　
　
　
小
・
中
学
校
の
通
学
路
に

つ
い
て
、
市
と
関
係
機
関
が
連
携

し
て
行
っ
た
点
検
結
果
は
ど
う
か
。

国
道
１３
号
線
に
並
行
す
る
鈴
川
三

丁
目
か
ら
大
野
目
一
丁
目
の
通
学

路
整
備
の
進
行
状
況
は
ど
う
か
。

　
　
　
通
学
路
に
危
険
箇
所
が
あ

る
と
報
告
が
あ
っ
た
５
つ
の
学
校

６
箇
所
の
通
学
路
現
場
調
査
を
実

施
し
た
。
ま
た
、
報
告
の
な
か
っ

た
全
小
学
校
で
も
通
学
路
調
査
を

実
施
し
て
い
る
。
路
面
標
示
や

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
な
ど
は
早

急
に
対
応
し
た
。
鈴
川
第
２
雨
水

幹
線
整
備
は
、
２４
年
度
に
雨
水
管

埋
設
の
設
計
を
行
い
２５
年
度
に
工

事
着
手
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　

い
じ
め
が
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
本
市
で
は
い
じ
め

問
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
対
応
し

て
い
く
の
か
。
ま
た
、
発
生
件
数

な
ど
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
い
じ
め
は
絶
対
に
許
さ
な

い
、
ど
の
子
ど
も
や
学
校
に
も
起

こ
り
う
る
と
の
考
え
の
も
と
、
未

然
防
止
、
早
期
発
見
・
早
期
対
応

の
シ
ス
テ
ム
構
築
の
２
点
か
ら
各

学
校
に
指
導
し
て
い
る
。
い
じ
め

の
発
生
件
数
は
、
発
見
後
の
第
一

報
を
受
け
る
と
と
も
に
、
毎
月
実

施
の
定
期
調
査
に
よ
り
発
生
件
数

と
学
校
の
対
応
に
つ
い
て
、
報
告

を
受
け
実
態
を
把
握
し
て
い
る
。

　
　
　
発
達
の
遅
れ
が
疑
わ
れ
る

子
ど
も
へ
の
対
策
と
し
て
、
５
歳

児
健
診
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
健
診
に
不
可
欠
な
精
神
発

達
を
専
門
と
す
る
小
児
科
医
や
臨

床
心
理
士
な
ど
の
専
門
職
の
確
保

が
難
し
い
た
め
、
現
状
で
は
実
施

は
困
難
で
あ
る
。

　
　
　
樋
越
地
区
に
建
設
さ
れ
る

幼
児
遊
戯
施
設
は
ど
の
よ
う
な
コ

ン
セ
プ
ト
な
の
か
。

　
　
　
「
み
ん
な
ワ
ク
ワ
ク
！
楽

し
く
遊
ん
で
学
ん
で
元
気
に
な
ろ

う
！
」
を
基
本
理
念
に
、
子
ど
も

が
健
や
か
に
の
び
の
び
遊
べ
、
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
が
で
き
、
地
域
社

会
の
交
流
の
場
と
な
る
施
設
と
し

て
、
屋
内
外
の
遊
び
空
間
が
一
体

と
な
っ
た
施
設
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　
　
雑
が
み
の
分
別
回
収
や
リ

サ
イ
ク
ル
を
進
め
る
た
め
に
も
、

回
収
広
報
袋
の
配
布
枚
数
を
増
や

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
回
収
広
報
袋
の
全
戸
配
布

は
年
に
１
回
、
１
世
帯
に
１
枚
の

配
布
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
公

民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

ス
ー
パ
ー
な
ど
で
も
無
料
配
布
を

開
始
し
て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
検

証
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

▲雑がみ分別で もやせるごみを減らしましょう

武
田　
新
世 
議
員

▲新たに開設された消防署西崎出張所

砂
集
積
で
空
間
放
射
線
量
率
の
上

昇
が
予
想
さ
れ
実
施
を
見
合
わ
せ

て
い
る
が
、
水
上
が
り
が
懸
念
さ

れ
る
市
道
側
溝
は
、
市
に
連
絡
が

あ
れ
ば
必
要
に
応
じ
緊
急
対
応
と

し
て
土
砂
上
げ
を
行
っ
て
い
る
。

土
砂
上
げ
の
再
開
は
、
今
後
も
情

報
収
集
に
努
め
な
が
ら
県
と
協
議

し
判
断
す
る
。
処
理
方
法
も
県
な

ど
に
確
認
を
続
け
て
い
く
。

　
　
　

２５
年
１０
月
に
は
山
形
シ

テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
、
最
上
義
光
公
没

後
４
０
０
年
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
祭
の
開
催
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
観
光
誘
客
の
取
り
組

み
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

特
に
宿
泊
促
進
も
含
め
た
観
光
関

係
団
体
、
Ｊ
Ｒ
な
ど
と
の
連
携
は

ど
う
か
。

　
　
　
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
３

つ
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
旅
行

関
係
者
や
地
元
商
店
会
と
十
分
協

議
を
重
ね
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
行

う
な
ど
、
各
イ
ベ
ン
ト
の
連
携
に

よ
る
相
乗
効
果
を
目
指
し
て
い
く
。

ま
た
、
市
内
の
観
光
関
係
団
体
や

Ｊ
Ｒ
な
ど
と
連
携
し
た
Ｐ
Ｒ
も
協

議
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
歯
周
病
検
診
に
つ
い
て
、

４０
・
５０
・
６０
・
７０
歳
の
方
に
、
通

常
よ
り
低
額
の
受
診
料
で
受
診
で

き
る
は
が
き
を
送
っ
て
い
る
が
、

利
用
者
が
少
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

関
係
団
体
な
ど
と
連
携
し
、
積
極

的
に
周
知
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
本
市
の
２３
年
度
の
歯
周
疾

患
検
診
受
診
率
は
２
・
３
％
で
あ

り
、
受
診
率
向
上
策
検
討
の
た
め
、

歯
科
医
師
会
と
実
態
把
握
に
努
め

て
い
る
。
な
お
、
７０
歳
の
対
象
者

の
自
己
負
担
は
無
料
と
し
て
お
り
、

老
人
ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
受
診
率
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

　
　
　
市
で
管
理
し
て
い
る
橋
の

長
寿
命
化
計
画
の
進
行
状
況
は
ど

う
か
。

　
　
　
３
５
３
橋
の
点
検
を
完
了

し
て
い
る
。
２４
年
度
に
は
橋
梁
長

寿
命
化
修
繕
計
画
を
策
定
し
、
事

後
保
全
か
ら
予
防
保
全
に
転
換
し

て
い
く
。
２５
年
度
に
は
修
繕
計
画

を
市
民
に
公
表
し
、
計
画
的
に
工

事
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
船
橋
市
で
は
健
康
に
関
す

る
電
話
相
談
を
２４
時
間
無
休
で
受

け
付
け
て
い
る
。
市
民
生
活
の
安

全
安
心
の
実
現
の
た
め
、
本
市
で

も
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　
　
　

県
が
救
急
電
話
相
談
を

行
っ
て
い
る
。
県
に
内
容
の
充
実

質
問

答
弁

質
問

答
弁

平成２４年１１月１日／１８２号

7



民生費
31.9%

土木費
16.5%公債費

11.0%

教育費
9.8%

議会費・総務費
9.8%

その他
21.0%

市税
39.7%

地方交付税
14.4%

国庫支出金
11.4%

市債
8.9%

県支出金
6.7%

その他
18.9%

平成23年度　決算を認定
①市税� ……………………………………………349億6，001万円
　（個人・法人市民税、固定資産税などの税収入）
②地方交付税� ……………………………………126億7，369万円
　（自治体間の財政力調整のために国から配分されるお金）
③国庫支出金� ……………………………………100億8，044万円
　（国が自治体の行う特定の事業経費の全部または一部を負担するお金）
④市債�………………………………………………77億8，920万円
　（長期間使用される道路・公園・公共施設などを整備するための借入金）
⑤県支出金�…………………………………………59億2，434万円
　（県からの補助金・負担金などの収入）
⑥その他� …………………………………………166億2，100万円
　（諸収入、地方譲与税、各交付金、使用料および手数料など）

①民生費� …………………………………………272億5，403万円
　（障がい福祉、老人福祉、子育て推進などの経費）
②土木費� …………………………………………140億8，362万円
　（道路・公園の整備、市営住宅の建設などの経費）
③公債費�……………………………………………94億2，604万円
　（市債の返済に係る経費。うち利子分14億3,184万円を含む。）
④教育費�……………………………………………83億5，685万円
　（学校の整備・改修、教育環境整備などの経費）
⑤議会費・総務費�…………………………………83億4，471万円
　（議会、広報、財産管理、国際交流、文化振興などの経費）
⑥その他� …………………………………………180億2，048万円
　（衛生費、労働費、農林水産業費、商工費など）

一般会計歳入　880億4,868万円

一般会計歳出　854億8,573万円

健全化判断比率・資金不足比率および市債残高
　健全化判断比率・資金不足比率とは、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定に基づき公表される、地方公
共団体の財政の健全度を判断するための指標です。実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率を早
期健全化基準と比較することで財政の健全度を判断します。また、特別会計や企業会計の場合は資金不足比率を経営健全化
基準と比較して判断します。いずれの指標も基準を下回っているため、本市の財政は健全と言えます。また参考として、各
会計の市債（山形市の借入金）の残高も併せて表示しています。

※実質収支および連結実質収支が黒字のため、実質赤字比率および連結実質赤字比率はありません。なお参考として、黒字の比率を
（　）に「△」で表示しています。

※いずれの会計も資金不足額は生じていないため、資金不足比率はありません。なお参考として、資金剰余の比率を（　）に「△」
で表示しています。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
山 形 市 なし（△４．６０％） なし（△２４．１３％） １０．１％ 　８０．３％
早期健全化基準 １１．２５％ １６．２５％ ２５．０％ ３５０．０％

山形市資金不足比率 経営健全化基準 市債残高（平成２３年度末現在）
一 般 会 計 ８８２億８，４２９万円

特
別
会
計

区 画 整 理 事 業 会 計 １０７億４，６５９万円
駐 車 場 事 業 会 計 ８億７，０４８万円
公設地方卸売市場事業会計 なし（△　６．３５％） ２０．０％ １億４，２８６万円
農業集落排水事業会計 なし（△　４．８３％） ２０．０％ １９億１，４５４万円

企
業
会
計

水 道 事 業 会 計 なし（△５８．３１％） ２０．０％ １９０億１，２６３万円
公 共 下 水 道 事 業 会 計 なし（△２０．７４％） ２０．０％ １,０６９億８，５９４万円
市立病院済生館事業会計 なし（△３９．３４％） ２０．０％ ８５億９，０７２万円
　合　　　　　　 計 ２,３６５億４，８０５万円
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決　算
委 会員

　

決
算
委
員
会
は
、
９
月
１２
日
に
開
会

し
、
平
成
２３
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
、
水
道
・
公
共
下

水
道
・
済
生
館
事
業
会
計
剰
余
金
の
処
分

及
び
決
算
認
定
の
議
案
４
件
に
つ
い
て
、

当
局
か
ら
説
明
を
受
け
、
各
議
案
に
対
す

る
質
疑
を
行
っ
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
す

る
総
務
・
厚
生
・
産
業
文
教
・
環
境
建
設

の
各
分
科
会
に
付
託
し
、
審
査
を
行
い
ま

し
た
。
委
員
会
を
２５
日
に
再
開
し
、
各
分

科
会
委
員
長
か
ら
、
審
査
の
経
過
と
結
果

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
後
、
採
決
し
た

結
果
、
い
ず
れ
も
全
員
異
議
な
く
認
定
お

よ
び
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。
各
分
科
会
の
主
な
審
査
の
概
要
は
、

次
の
通
り
で
す
。

総
務
分
科
会

安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の

�
取
り
組
み
を
推
進

　
　
　
市
民
税
が
減
少
し
て
い
る

中
で
平
成
１８
年
か
ら
歳
入
の
総
額

が
ず
っ
と
増
加
し
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
か
。

　
　
　
　
　
子
ど
も
手
当
て
な
ど

の
国
の
財
源
が
大
き
な
要
因
で
、

決
算
総
額
が
大
き
く
増
え
て
い
る
。

ま
た
、
交
付
税
関
係
で
は
、
臨
時

財
政
対
策
債
の
動
向
も
予
算
規
模

に
影
響
し
て
い
る
。

　
　
　
税
の
滞
納
整
理
に
つ
い
て
、

差
し
押
さ
え
な
ど
の
実
績
は
ど
う

か
。
ま
た
、
納
税
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　
　
　
　
　
２３
年
度
の
差
し
押
さ

え
は
１
４
５
２
件
で
あ
り
、
収
入

は
１
億
９
４
０
０
万
円
ほ
ど
で
あ

る
。
納
付
機
会
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
全
税
目
で

導
入
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
納

期
回
数
に
つ
い
て
も
慎
重
に
検
討

し
た
い
。

委
員

財
政
課
長

委
員

納
税
課
長

　
　
　
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
影

響
は
、
ど
の
よ
う
な
業
種
が
受
け

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
運
輸
・
通
信
・
建

設
、
製
造
業
な
ど
で
あ
る
。

　
　
　
フ
ァ
ー
ラ
で
の
相
談
事
業

に
つ
い
て
、
相
談
内
容
の
内
訳
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
、
相

談
内
容
に
対
応
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

ケ
ア
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

委
員

市
民
税
課
長

委
員

が
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
内
容

の
内
訳
は
、
一
般
相
談
が
２
４
２

人
、
法
律
相
談
が
７９
人
、
健
康
相

談
が
７
人
、
女
性
の
健
康
相
談
が

６９
人
と
な
っ
て
い
る
。
主
な
内
容

と
し
て
は
、
一
般
相
談
は
家
族
・

夫
婦
間
の
相
談
や
心
の
健
康
相
談

な
ど
で
、
法
律
相
談
は
離
婚
・
相

続
に
関
す
る
相
談
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
相
談
業
務
の
在
り
方

は
、
今
後
の
課
題
と
受
け
止
め
た

い
。

　
　
　
東
日
本
大
震
災
関
係
の
救

援
活
動
で
は
、
ど
の
よ
う
に
人
員

を
確
保
し
て
派
遣
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
緊
急
消
防
援
助
隊
山

形
県
隊
と
し
て
出
動
し
た
。
そ
の

時
の
出
動
に
つ
い
て
は
、
非
番
員

な
ど
に
よ
り
人
員
を
確
保
し
た
。

　
　
　
他
自
治
体
で
は
、
派
遣
さ

れ
た
人
の
体
や
心
に
影
響
が
出
た

方
も
い
る
が
、
本
市
で
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
臨
床
心
理

士
に
よ
る
消
防
職
員
へ
の
メ
ン
タ

ル
ケ
ア
を
行
っ
た
が
、
特
に
問
題

男
女
共
同
参
画
課
長

委
員

警
防
課
長

委
員

消
防
本
部
総
務
課
長

に
署
体
制
を
目
指
し
て
お
り
、
今

後
と
も
市
民
の
安
全
安
心
の
た
め
、

消
防
体
制
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　
　
　
民
間
に
比
べ
職
員
に
厳
し

さ
が
欠
け
て
い
る
と
思
う
が
、
民

間
と
関
わ
る
よ
う
な
職
員
研
修
な

ど
は
行
っ
て
き
た
の
か
。

　
　
　
　
　
民
間
と
の
交
流
研
修

は
、
山
形
銀
行
が
主
催
し
て
い
る

研
修
に
職
員
を
派
遣
し
た
。
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
に
つ
い
て
も
、

荘
内
銀
行
や
山
形
銀
行
に
協
力
い

た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
職
員

の
倫
理
意
識
を
高
め
る
よ
う
に

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
配
布
す
る
取

り
組
み
も
進
め
て
い
る
。

　
　
　
故
ト

※

ニ
ー
・
ザ
イ
ラ
ー
氏

の
顕
彰
碑
を
建
て
た
が
、
Ｐ
Ｒ
が

不
足
し
て
い
る
。
２５
年
度
は
キ
ッ

委
員

職
員
課
長

委
員

は
な
か
っ
た
。

　
　
　
近
年
、
救
急
業
務

の
需
要
が
高
ま
っ
て
き
て

い
る
。
山
辺
・
中
山
町
の

消
防
事
務
委
託
の
業
務
も

あ
り
、
消
防
体
制
の
抜
本

的
な
見
直
し
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
　
　
　
高
齢
化
な
ど
の

社
会
状
況
の
変
化
に
よ
り

救
急
要
請
が
全
国
的
に
多

く
な
っ
て
お
り
、
救
急
救

命
士
の
養
成
を
進
め
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
西
崎
出

張
所
も
、
５
年
後
を
め
ど

委
員

消
防
長

ツ
ビ
ュ
ー
エ
ル
市
と
の
姉
妹
都
市

締
結
５０
周
年
で
あ
り
、
交
流
の
中

で
活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ッ

ツ
ビ
ュ
ー
エ
ル
市
か
ら
は
、
２５
年

秋
に
来
形
し
た
い
と
の
話
が
来
て

い
る
。
節
目
の
年
で
も
あ
り
、
本

市
か
ら
も
市
民
訪
問
団
の
派
遣
を

計
画
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
。
顕
彰
碑
も
Ｐ
Ｒ
し

な
が
ら
、
５０
周
年
記
念
事
業
の
実

行
委
員
会
の
よ
う
な
も
の
を
組
織

し
て
事
業
を
計
画
し
た
い
。

　
　
　
冬
に
向
け
て
除
排
雪
対
策

の
検
討
を
し
て
い
る
と
思
う
が
、

経
過
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
町
内
会
の
除
排
雪
の

問
題
は
、
除
排
雪
を
す
る
マ
ン
パ

ワ
ー
が
高
齢
化
に
よ
り
少
な
く
な

り
、
重
機
を
持
っ
て
い
る
業
者
に

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長

委
員

広
報
課
長

▲さまざまな相談に対応している男女共同参画センターファーラ

▲故トニー・ザイラー氏の功績をたたえた顕彰碑（蔵王パラダイスゲレンデ）

※　トニー・ザイラー…友好姉妹都市であるオーストリアのキッツビューエル市出身。イタリアで開催された冬季オリンピック（昭和３１年）で、
初のアルペンスキー３冠王となった名選手。引退後、俳優としても活躍し、映画「銀嶺の王者」のロケでは蔵王温泉に

　　　　　　　　　　　１カ月以上滞在して多くの関係者と親交を深め、本市とキッツビューエル市との国際友好親善に貢献した。

平成２４年１１月１日／１８２号
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厚
生
分
科
会

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
を
詳
細
に
審
査

依
頼
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
出

て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
現
状
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
、

市
道
の
除
排
雪
に
対
す
る
市
の
基

本
的
な
考
え
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。

現
在
、
克
雪
対
策
総
合
推
進
計
画

の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
結
論
ま
で
も
う
少

し
時
間
が
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
市
民
が
や
む
を
得
ず
他
市

の
斎
場
を
利
用
す
る
場
面
も
あ
り
、

そ
の
場
合
に
は
有
料
と
な
る
と
聞

い
て
い
る
が
、
定
住
自
立
圏
構
想

で
他
市
町
と
連
携
を
す
べ
き
事
業

で
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
今
後
連

携
が
見
込
ま
れ
て
い
る
事
業
は
あ

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
建
設
の
経
緯
や

住
民
の
考
え
方
も
あ
り
、
市
民
が

他
自
治
体
の
斎
場
を
利
用
し
た
場

合
は
、
そ
の
自
治
体
の
条
例
で
定

め
ら
れ
た
料
金
を
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
今
後
の
検
討
課
題
と
捉

え
て
い
る
。
ま
た
、
今
の
と
こ
ろ

は
新
し
い
連
携
項
目
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
も
の
は
な
い
。

　
　
　
「
母

※

と
子
に
贈
る
日
本
の

未
来
館
」
の
整
備
に
補
助
を
出
し

た
が
、
市
民
の
利
用
状
況
な
ど
は

把
握
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
市
も
建
設
費
の

補
助
を
行
い
、
２４
年
３
月
２０
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。
利
用
状
況
に
つ

い
て
は
、
８
月
末
ま
で
約
１
万
人

の
入
場
者
が
あ
り
、
ひ
と
月
あ
た

委
員

企
画
調
整
課
長

委
員

文
化
振
興
課
長

　
　
　
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
の

受
診
率
が
約
７０
％
で
あ
る
が
、
受

診
し
て
い
な
い
人
の
理
由
は
把
握

し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
ワ
ク
チ
ン
不
足
に
よ

り
接
種
開
始
時
期
が
遅
れ
た
こ
と

な
ど
に
よ
る
。

　
　
　
ふ
れ
あ
い
バ
ス
は
利
用
者

が
多
く
、
な
か
な
か
利
用
で
き
な

い
と
聞
く
が
、
２
台
で
は
足
り
な

委
員

健
康
課
長

委
員

い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
利
用
が
集
中
す

る
な
ど
確
保
が
難
し
い
時
期
も
あ

る
が
、
年
間
を
通
し
て
約
７０
％
の

利
用
率
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
視
覚
障
が
い
者
ガ
イ
ド
ヘ

ル
パ
ー
派
遣
事
業
の
、
同
行
援
護

の
利
用
状
況
と
専
門
的
な
担
い
手

育
成
の
た
め
の
研
修
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
同
行
援
護
は
ま

だ
利
用
者
が
少
な
い
た
め
、
利
用

拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
従
事

者
養
成
の
た
め
の
研
修
は
、
今
後

検
討
し
た
い
。

　
　
　
つ
ば
さ
保
育
園
に
併
設
す

る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
相

談
件
数
が
前
年
比
で
約
２
倍
と

な
っ
て
い
る
が
、
震
災
の
影
響
に

よ
る
も
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
同
セ
ン
タ
ー

が
市
の
中
心
部
に
設
置
さ
れ
て
い

生
活
福
祉
課
長

委
員

生
活
福
祉
課
長

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

り
約
２
０
０
０
人
の
入
場
者
が
あ

る
。「
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん

島
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
は
、
著
作
権

の
折
り
合
い
が
つ
か
な
い
こ
と
か

ら
展
示
で
き
な
い
た
め
、
現
在
は

県
内
の
自
然
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
と
、
郷
土
に
縁
の
あ
る
文
化

人
の
紹
介
や
企
画
展
を
行
っ
て
い

る
。

　
　
　
投
開
票
が
あ
っ
た
選
挙
で

不
用
額
が
出
て
い
る
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
東
日
本
大
震

災
の
影
響
で
、
前
回
の
統
一
地
方

選
挙
よ
り
開
票
従
事
者
が
６０
人
以

上
少
な
か
っ
た
た
め
に
生
じ
た
も

の
で
あ
る
。

委
員

選
管
事
務
局
次
長

▲冬期間の利用は余裕があります（ふれあいバス）

れ
て
い
る
方
も
お
り
、
避
難
世
帯

に
提
供
し
て
い
る
情
報
に
織
り
込

ん
だ
形
で
、
孤
立
し
な
い
よ
う
情

報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
国
民
健
康
保
険
事
業
は
単

年
度
収
支
で
８
億
円
余
り
の
黒
字

で
あ
る
が
、
そ
の
主
な
要
因
は
何

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
入
で
前

期
高
齢
者
交
付
金
が
前
年
度
に
比

べ
約
７
億
円
の
増
と
な
っ
て
お
り
、

歳
出
で
保
険
給
付
費
の
伸
び
が

０
・
７
％
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
な

ど
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
介
護
認
定
の
審
査
件
数
と

審
査
会
開
催
数
が
増
え
て
い
る
が
、

審
査
す
る
委
員
の
数
は
足
り
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
１
つ
の
合
議
体

は
医
師
１
人
を
含
め
た
４
人
で
運

委
員

国
民
健
康
保
険
課
長

委
員

介
護
保
険
課
長

る
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
避

難
者
同
士
の
口
コ
ミ
で
広

が
っ
た
こ
と
で
相
談
件
数

が
増
加
し
た
。

　
　
　
震
災
の
影
響
で
避

難
し
て
い
る
方
は
孤
立
し

て
育
児
を
し
て
い
る
。
ま

ま
カ
フ
ェ
サ
ロ
ン
な
ど
に

積
極
的
に
出
て
来
ら
れ
な

い
方
に
対
し
、
地
域
ご
と

の
呼
び
か
け
な
ど
の
工
夫

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
の
お

し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
に
来
ら

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

営
し
て
い
る
が
、
他
市
で
は
５
人

で
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、

認
定
に
影
響
し
な
い
よ
う
こ
れ
か

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
認
知
症
患
者
が
増
加
し
て

い
る
中
、
成
年
後
見
制
度
は
有
効

な
制
度
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

対
策
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
を
含
め
た
利
用
者
支
援
の
充

実
を
図
る
た
め
の
方
策
を
検
討
し

て
い
る
。

　
　
　
済
生
館
事
業
会
計
に
利
益

が
出
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
削
減
す

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
企
業
債
の
元

金
が
減
少
し
て
い
く
分
な
ど
は
減

額
に
な
る
が
、
国
の
基
準
に
基
づ

く
繰
入
金
は
そ
の
ま
ま
繰
り
入
れ

委
員

長
寿
支
援
課
長

委
員

済
生
館
管
理
課
長

▲つばさ保育園・子育て支援センター（幸町）

※　母と子に贈る日本の未来館…作家の故井上ひさし氏ゆかりの人物や団体に関する資料と多くの映像を通して、親子で楽しみながら学べる施設。
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産
業
文
教
分
科
会

産
業
・
教
育
分
野
の
事
業
や

�
施
策
の
成
果
と
課
題
を
検
証

ら
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
　
　
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
組

織
的
な
取
り
組
み
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
災
害
拠
点
病

委
員

済
生
館
管
理
課
長

院
の
要
件
に
基
づ
い
た
取
り
組
み

の
ほ
か
、
災
害
派
遣
の
医
療
チ
ー

ム
の
認
可
に
向
け
、
そ
の
研
修
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

▲さまざまなイベントで市民に親しまれている山形テルサ

ど
を
検
証
し
な
が
ら
、
現
在
の
方

法
が
最
良
な
の
か
、
時
間
を
か
け

な
が
ら
検
討
を
続
け
て
い
き
た
い
。

　
　
　
企
業
誘
致
の
判
断
が
難
し

い
経
済
状
況
の
中
、
２
０
０
０
社

に
対
し
て
企
業
立
地
動
向
調
査
を

行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
結
果
を
ど

う
生
か
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
調
査
結
果
は
、
対
象

企
業
の
４
・
９
％
に
当
た
る
９８
社

か
ら
回
答
が
あ
り
、
移
転
や
拡
充

の
希
望
が
あ
る
企
業
が
３６
社
、
県

内
も
念
頭
に
置
い
て
い
る
企
業
が

３
社
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
か
ら
１４

社
を
訪
問
し
、
企
業
の
考
え
も
聞

い
た
が
、
時
代
に
合
っ
た
企
業
が

生
き
残
る
時
代
で
あ
り
、
今
ま
で

以
上
に
企
業
の
考
え
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
山
形
の
祭
り
開
催
等
事
業

に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
祭
り
に

対
し
て
補
助
金
な
ど
を
交
付
し
て

委
員

商
工
課
長

委
員

　
　
　
若
年
者
の
雇
用
対
策
に
つ

い
て
、
短
期
間
で
離
職
す
る
と
支

援
の
手
が
届
き
に
く
い
と
い
う
問

題
が
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
対
策

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
新
規
学
卒
者
に
つ
い

て
は
就
職
を
支
援
す
る
体
制
が
と

ら
れ
て
い
る
が
、
離
職
者
な
ど
に

は
支
援
が
届
き
に
く
い
状
況
で
あ

る
。
卒
業
後
も
学
校
を
訪
問
し
て

相
談
す
る
な
ど
、
自
主
的
に
活
動

し
て
い
る
人
は
就
職
に
結
び
つ
い

て
い
る
と
の
話
も
聞
い
て
お
り
、

学
校
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
支
援
制
度
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た

い
。

　
　
　
低
所
得
者
が
増
加
し
て
い

る
状
況
の
中
、
行
政
に
は
安
定
し

た
雇
用
対
策
が
求
め
ら
れ
る
と
思

う
が
、
補
助
金
な
ど
の
施
策
だ
け

で
は
な
く
、
社
会
的
な
雇
用
の
在

り
方
に
つ
い
て
企
業
に
訴
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
非
正
規
職
員
を
正
規

職
員
に
採
用
し
た
場
合
の
補
助
金

委
員

商
工
課
長

委
員

商
工
課
長

交
付
な
ど
、
雇
用
安
定
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
労
働

基
準
監
督
署
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な

ど
と
も
連
携
し
、
機
運
の
醸
成
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
農
業
の
多
様
な
担
い
手
育

成
事
業
に
お
い
て
、
新
規
就
農
体

験
な
ど
に
参
加
し
た
方
を
就
農
に

つ
な
げ
る
対
応
が
必
要
だ
と
思
う

が
、
参
加
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
体
験
後
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
参
加
者
の
就
農
意

向
を
把
握
し
た
上
で
連
絡
を
取
る

な
ど
、
就
農
希
望
者
の
相
談
に
応

じ
る
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
山
形
テ
ル
サ
へ
の
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
管
理
運
営
業

務
の
委
託
先
で
あ
る
山
形
市
開
発

公
社
の
運
営
が
良
好
で
あ
り
、
す

ぐ
に
運
営
形
態
を
見
直
す
よ
う
な

状
況
で
は
な
い
が
、
他
の
自
治
体

の
状
況
や
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
て
い
る
施
設
の
運
営
状
況
な

委
員

農
政
課
長

委
員

山
形
テ
ル
サ
館
長

の
支
援
計
画
を
立
て
な
が

ら
、
障
が
い
が
あ
ま
り
目

立
た
ず
に
生
活
し
て
い
け

る
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

　
　
　
教
員
研
修
と
し
て

先
進
校
に
１４
人
を
派
遣
し

た
と
の
こ
と
だ
が
、
内
容

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

ま
た
、
研
修
で
得
た
情
報

を
教
員
間
で
ど
う
生
か
し

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
研
修
内

容
は
授
業
の
指
導
法
改
善

に
関
す
る
も
の
が
一
番
多

委
員

学
校
教
育
課
長

く
、
特
別
支
援
教
育
に
も
焦
点
を

当
て
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
れ

ら
の
研
修
で
得
ら
れ
た
情
報
は
、

公
開
研
究
会
や
研
究
主
任
会
を
通

し
て
教
員
全
体
で
共
有
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
放

※

課
後
子
ど
も
教
室
の
成

果
や
課
題
、
今
後
の
方
向
性
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
参
加
し
た
子
ど

も
の
満
足
度
が
高
く
、
異
学
年
交

流
な
ど
を
通
し
豊
か
な
人
格
の
形

成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
成

果
が
あ
る
一
方
、
２３
年
度
よ
り
国

か
ら
の
補
助
金
が
減
額
さ
れ
、
国

に
お
い
て
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と

の
一
体
化
が
議
論
さ
れ
る
な
ど
、

将
来
的
な
姿
が
不
透
明
な
点
や
ス

タ
ッ
フ
確
保
の
難
し
さ
の
点
で
課

題
が
あ
る
。
事
業
拡
充
は
難
し
い

委
員

社
会
教
育
課
長

▲成果とともに課題も抱える放課後子ども教室

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
基
準
を
基

に
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
昔
か
ら
継
続
し

て
開
催
さ
れ
て
い
る
祭
り
に
対
す

る
補
助
が
多
く
、
金
額
な
ど
に
関

す
る
基
準
が
な
い
の
が
実
情
で
あ

り
、
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て
整
理

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
発
達
障
が
い
に
関
す
る
相
談

の
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
平
成
２３
年
度
は
、

９６
件
の
相
談
が
あ
っ
た
。
現
在
、

特
別
支
援
教
育
を
推
進
す
る
た
め

の
計
画
を
策
定
中
で
あ
る
。
方
向

性
と
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
早
い

段
階
で
障
が
い
を
発
見
し
、
個
別

観
光
物
産
課
長

委
員

学
校
教
育
課
長

※　放課後子ども教室…放課後や週末などに小学校の余裕教室などを活用し、子どもの活動拠点（居場所）を設けるとともに、学習や遊び、体験、
交流の機会を提供するもの。平成２３年度は第一小学校、東小学校、大曽根小学校で実施。

平成２４年１１月１日／１８２号

11



環
境
建
設
分
科
会

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に

�

向
け
た
基
盤
整
備
を
議
論

状
況
に
あ
る
が
、
国
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
方
向
性
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　
学
校
以
外
の
教
育
施
設
の

耐
震
化
に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
今
後
の
市
有
施
設
の

耐
震
化
に
つ
い
て
、
２３
年
度
に
市

と
し
て
方
針
を
定
め
て
お
り
、
体

育
館
な
ど
の
教
育
施
設
も
耐
震
化

を
図
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

委
員

教
育
部
長

　
　
　
都
市
計
画
道
路
の
整
備
は
、

新
規
施
設
な
ど
の
建
設
に
伴
う
交

通
の
流
れ
の
変
化
を
考
慮
し
て
行

う
べ
き
と
考
え
る
が
、
着
工
に
至

る
ま
で
の
優
先
順
位
は
ど
の
よ
う

な
基
準
で
決
ま
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
現
在
は
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け

ら
れ
た
骨
格
道
路
な
ど
や
、
中
心

市
街
地
の
商
業
お
よ
び
業
務
機
能

を
支
え
る
道
路
を
優
先
し
て
整
備

を
行
っ
て
い
る
。
新
た
な
施
設
の

整
備
に
よ
っ
て
交
通
量
が
著
し
く

増
加
す
る
よ
う
な
場
合
は
、
別
途

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
長
期
間
未
着
手
と
な
っ
て

い
る
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
、

見
直
し
な
ど
の
整
理
が
必
要
で
は

委
員

都
市
政
策
課
長

委
員

な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
計
画
後
の
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
の
社
会

情
勢
か
ら
、
都
市
計
画
道
路
の
必

要
性
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。
県
が
実
施
し
た
各

種
の
交
通
量
調
査
や
地
域
の
実
情

な
ど
を
基
に
検
討
を
進
め
、
見
直

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
公
園
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
進
展
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
都
市
公
園
安
全

安
心
対
策
緊
急
総
合
支
援
事
業
に

よ
り
、
公
園
の
出
入
り
口
や
ト
イ

レ
な
ど
の
改
築
を
平
成
２２
〜
２５
年

度
の
４
年
間
で
実
施
し
て
お
り
、

今
年
度
で
事
業
内
容
の
概
ね
４
分

都
市
政
策
課
長

委
員

公
園
緑
地
課
長

の
３
が
終
了
す
る
見
込
み
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
　
雑
が
み
回
収
袋
の
配
布
な

ど
に
よ
り
、
分
別
が
普
及
し
て
き

た
が
、
単
身
者
の
多
い
集
合
住
宅

や
学
生
に
対
し
、
更
な
る
Ｐ
Ｒ
が

必
要
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
雑
が

み
回
収
袋
を
大
学
の
校
内
で
Ｐ
Ｒ

す
る
な
ど
、
学
生
へ
の
対
応
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
た
な
課

題
と
し
て
認
識
し
、
今
後
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
土
砂
集
積
場
は
２４
年
度
で

閉
鎖
と
な
る
が
２５
年
度
以
降
は
ど

う
す
る
の
か
。
ま
た
、
公
の
集
積

場
を
設
け
な
い
場
合
、
土
砂
搬
出

経
費
な
ど
の
積
算
方
法
は
ど
う
な

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
２３
年
度
当
初
は

８
万
８
０
０
０
㎥
の
土
砂
発
生
を

見
込
み
、
こ
の
う
ち
土
砂
集
積
場

へ
の
搬
入
量
の
実
績
は
１
万
５
６

委
員

ご
み
減
量
推
進
課
長

委
員

都
市
政
策
課
長

　
　
　
学
校
給
食
費
未
納
に
つ
い

て
、
催
告
を
し
て
も
自
主
的
に
納

付
す
る
人
が
少
な
い
よ
う
だ
が
、

今
後
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
催
告

を
し
て
も
納
付
が
な
か
っ
た
未
納

者
に
は
、
再
度
催
告
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
そ
れ
に
も
応
じ
な
い
方

に
は
法
的
な
措
置
も
考
え
て
い
き

た
い
。

委
員

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

▲トイレやスロープの整備で利用しやすい公園に

監 査 意 見 書 要 旨
　水道事業会計について事業を総括すると、安全かつ良質な水道水の安定供給を目的に耐震継手管を全面採用した
配水管の布設、老朽配水管の改良事業及び浄配水施設の設備更新を推進するとともに、鉛製給水管対策事業にも取
り組んでいる。
　経営成績をみると、事業収益は５７億７２４万円、事業費用は５２億８,８０１万３千円となり、当年度純利益は前年度に比
べ２億３,４００万９千円（３５．８％）減少し４億１,９２２万７千円となっている。
　昨年の東日本大震災においては、山形市では水道管の漏水事故は少なかったものの一部の区域で断水が生じてい
る。平成２３年５月に策定した「水道施設耐震化基本計画」に基づき、地震時における安心・安全な水供給を図るた
め計画の推進に努められたい。
　また、地方公営企業の財務状況の明確化や透明性の向上等を図る観点から地方公営企業会計制度の改正がなされ
ており、平成２６年度からの新会計基準の適用に向け準備されるとともに、平成２４年度が「山形市第２次水道事業基
本計画２１STARTプラン2ndステージ」の最終年度となることから、そこに掲げる諸施策の実現に向けてなお一層
努力されるよう要望する。

　公共下水道事業会計について事業を総括すると、市民の快適で安全な暮らしを実現するため、生活環境の改善、
地域の良好な水環境の保全並びに浸水の防除を目的として汚水管、雨水管及び処理場の整備事業に取り組んでいる。
　事業収益は７４億６,３５７万７千円、事業費用は７２億５,６２８万１千円となり、当年度純利益は前年度に比べ７,６６４万６
千円（２７．０％）減少し２億７２９万６千円となっている｡
　昨今、九州北部豪雨など各地で局地的な豪雨が増加し、市民の生命や財産にかかわる浸水被害が頻発しているこ
とから、今後とも浸水対策事業の更なる推進に努められるとともに、大規模地震の発生を踏まえ重要な下水道施設
の耐震化などを図るための地震対策計画を早急に策定し、災害時における危機管理体制の強化に努められたい。
　また、平成２６年度からの新会計基準の適用に向け準備されるとともに、下水道事業長期計画が平成２３年度で終了
したことから、次期計画を早急に策定し、目標の実現に向けてなお一層努力されるよう要望する。

水

道

公
共
下
水
道
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い
て
は
、
状
態
に
合
わ
せ
て
方
法

を
選
択
し
な
が
ら
行
っ
て
い
き
た

い
。

　
　
　
大
口
利
用
者
の
井
戸
水
使

用
な
ど
、
傾
向
と
し
て
今
後
最
も

大
事
な
給
水
収
益
が
減
っ
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
目
標
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
水
道
行
政
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
水
道
の
料
金
収

入
は
右
肩
下
が
り
の
状
況
で
あ
り
、

そ
の
原
因
の
一
つ
に
は
大
口
使
用

者
の
井
戸
水
使
用
も
あ
る
。
現
状

で
は
減
少
を
止
め
る
明
確
な
手
立

て
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
Ｐ
Ｒ
活

動
に
努
め
る
な
ど
の
対
応
を
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　
新
た
に
産
業
団
地
が
造
成

さ
れ
る
が
、
業
種
に
よ
っ
て
は
相

当
量
の
水
を
使
用
し
て
そ
の
料
金

負
担
に
苦
労
し
て
い
る
企
業
も
あ

る
。
企
業
誘
致
や
産
業
競
争
力
の

向
上
の
た
め
、
大
口
利
用
者
へ
の

料
金
減
免
な
ど
を
産
業
政
策
と
し

て
水
道
事
業
の
中
で
考
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
上
下
水
道
事
業

は
企
業
会
計
で
あ
り
、
上
下
水
道

部
だ
け
で
考
え
る
と
、
大
口
利
用

者
の
料
金
を
下
げ
た
場
合
の
収
入

減
を
何
で
賄
う
か
と
い
う
問
題
も

出
て
く
る
の
で
、
商
工
関
係
や
市

全
体
と
し
て
研
究
し
、
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

委
員

上
下
水
道
部
長

委
員

上
下
水
道
部
長

１
８
㎥
と
想
定
を
大
き
く
下
回
っ

て
い
る
。
実
績
搬
入
量
も
年
々
減

少
し
て
ニ
ー
ズ
は
低
く
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
代
替
施
設
の
設
置

は
考
え
て
い
な
い
。
ま
た
、
設
計

に
計
上
す
る
残
土
処
理
の
経
費
は
、

現
在
、
実
態
調
査
を
行
っ
て
お
り
、

調
査
結
果
に
基
づ
き
見
直
し
を
検

討
し
て
い
く
。

　
　
　
九
州
な
ど
で
は
集
中
豪
雨

の
被
害
な
ど
も
あ
り
本
市
で
も
道

路
の
冠
水
な
ど
が
心
配
さ
れ
る
が
、

雨
水
管
工
事
の
進
展
状
況
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
雨
水
管
工

事
整
備
率
は
２２
年
度
末
で
２８
・

１
％
、
２３
年
度
末
で
２８
・
７
％
と

な
っ
て
お
り
、
２３
年
度
は
震
災
の

影
響
に
よ
る
繰
り
越
し
な
ど
で
整

備
率
が
０
・
６
ポ
イ
ン
ト
伸
び
て

委
員

雨
水
施
設
建
設
室
長

い
る
。
現
在
は
水
上
が
り
、
浸
水

な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
地
区
の
主
要

な
幹
線
の
整
備
を
重
点
的
に
行
っ

て
お
り
、
そ
の
部
分
は
コ
ス
ト
も

掛
か
る
た
め
全
体
的
な
整
備
率
は

な
か
な
か
進
ま
な
い
が
、
幹
線
部

分
だ
け
を
み
れ
ば
７０
％
ほ
ど
の
整

備
率
に
な
っ
て
い
る
。
幹
線
部
分

が
終
了
す
れ
ば
、
枝
線
部
分
の
整

備
と
な
り
コ
ス
ト
も
下
が
る
こ
と

か
ら
、
全
体
的
な
整
備
率
も
伸
び

て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
雨
水
管
の

放
流
先
と
な
る
河
川
整
備
も
必
要

に
な
り
、
す
ぐ
に
進
む
も
の
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、
雨
水
管
の
整
備

を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
雨
水
貯

留
浸
透
施
設
の
整
備
な
ど
も
行
い

な
が
ら
、
浸
水
箇
所
の
低
減
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
下
水
管
の
更
新
や
メ
ン
テ

委
員

ナ
ン
ス
な
ど
は
、
ど
の
よ

う
な
計
画
で
行
っ
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
下
水

管
の
耐
用
年
数
に
当
た
る

も
の
は
だ
い
た
い
５０
年
と

言
わ
れ
て
お
り
、
そ
ろ
そ

ろ
更
新
が
必
要
な
部
分
も

出
て
き
て
い
る
。
現
在
、

長
寿
命
化
計
画
の
策
定
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

だ
が
、
昨
年
の
調
査
で
は

比
較
的
傷
ん
で
い
る
も
の

は
少
な
か
っ
た
。
補
修
や

更
新
が
必
要
な
も
の
に
つ

下
水
道
建
設
課
長

▲大雨による被害を防ぐ雨水管工事

平 成 23 年 度 決 算
　平成２３年度の一般会計と特別会計を合わせた決算額は、歳入が１,３５６億７,７３３万２千円で１０億７,６３４万８千円

（０.８％）、歳出が１,３１５億８,４６６万１千円で３億１２９万５千円（０.２％）、前年度に比べそれぞれ増加となっている。
　市債残高は、一般会計では、前年度に比べ２億４７３万円減少し８８２億８,４２９万円、特別会計では１７億４７２万５千円減
少し１３６億７,４４６万８千円、合わせて１,０１９億５,８７５万８千円となり、１９億９４５万５千円の減少となっている。引き続き、
事業の精査を図りながら中･長期的展望に立った財政計画のもと市債残高の削減に努められたい。
　第７次総合計画に掲げている将来都市像「みんなで創る『山形らしさ』が輝くまち」の実現に向け、新たに策定
された第２期経営計画に掲げる８つの重点政策の推進に積極的に取り組まれるよう要望する。

　済生館の事業会計についての業務状況は、延入院患者数が１７６,８６８人で前年度に比べ１,６００人減少し、延外来患者
数が２１０,４１４人で前年度に比べ１,７８６人増加し、総数では１８６人の増加となっている。患者数の減少傾向に歯止めが
かかってきているが、更に地域医療支援病院として地域医療機関との連携強化の推進に努められたい。
　事業収益は１１８億７,０７４万８千円、事業費用は１１１億４,８９８万４千円となり、当年度純利益は前年度に比べ３,７３０万９
千円（４.９％）減少し７億２,１７６万４千円となっている。
　この結果、前年度繰越欠損金３億１,０４３万６千円を解消し、当年度未処分利益剰余金４億１,１３２万８千円を計上し
ている。これは、関係者が一丸となって「済生館・３カ年計画」などに基づき、健全かつ効率的な病院運営に努め
てきたことによるものと評価できる。
　済生館では、地域医療支援病院として安全安心な高度医療の提供をめざし、脳卒中センターおよび地域糖尿病セ
ンターを開設し新たな診療機能と体制整備を図るとともに、更なる医療の質の充実をめざして医師・看護師など医
療スタッフの増員や新型医療機器の整備・更新を積極的に行っている。
　今後の病院運営に当たっては、平成２６年度からの新会計基準の適用に向け準備されるとともに、「済生館・３カ
年計画」に掲げる諸施策の実現に向けて引き続き努力されるよう要望する。

一
般
・
特
別

済

生

館

平成２４年１１月１日／１８２号
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予　算
委 会員

　
予
算
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
は
、
平
成
２４
年

度
山
形
市
一
般
会
計
補
正
予
算
、
公
設
地
方
卸
売
市

場
事
業
会
計
補
正
予
算
の
議
案
２
件
で
、
そ
れ
ぞ
れ

所
管
す
る
分
科
会
に
分
割
付
託
し
、
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　
そ
の
結
果
に
つ
い
て
各
分
科
会
委
員
長
か
ら
報
告

を
受
け
た
後
、
採
決
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
全
員
異

議
な
く
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

総
務
分
科
会

災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に
よ
り

土
砂
災
害
対
策
事
業
を
実
施

厚
生
分
科
会

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

耐
震
化
へ
積
極
的
に
支
援

の
約
１
２
２
０
億
円
で
、
行
財
政

改
革
に
取
り
組
み
な
が
ら
２１
年
度

に
は
約
８
７
０
億
円
ま
で
減
少
さ

せ
て
き
た
。
今
回
の
９
月
補
正
予

算
の
段
階
で
は
９
０
４
億
円
と

な
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
第
２
期

経
営
計
画
の
事
業
進
展
を
図
る
た

め
起
債
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
部

分
が
あ
り
、
増
加
傾
向
に
な
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
市
役
所
敷
地
内
の
電
気
自

動
車
の
充
電
設
備
は
ど
の
よ
う
に

設
置
し
運
営
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
庁
舎
南
側
の
花
壇
と

花
壇
の
間
に
設
置
し
、
利
用
者
は

総
合
案
内
で
５
０
０
円
の
協
力
金

委
員

管
財
課
長

を
支
払
い
、
充
電
設
備
の
鍵
を
借

り
て
充
電
す
る
方
法
を
考
え
て
い

る
。

　
　
　
総
合
案
内
は
市
役
所
の
開

庁
時
間
に
し
か
開
い
て
い
な
い
た

め
、
利
用
時
間
が
限
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
県
庁
を
除
い
て
他
の

設
置
場
所
も
開
庁
・
営
業
時
間
内

で
対
応
し
て
い
る
。
利
用
状
況
を

見
な
が
ら
今
後
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
岩
波
地
区
の
あ
た
ご
荘
周

辺
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
土
砂

災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
た
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
あ
た
ご
荘
を
含

む
区
域
に
つ
い
て
は
、
県
が
土
砂

災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に
向
け
た

調
査
の
中
で
、
隣
接
地
の
傾
斜
が

国
基
準
の
３０
度
以
上
あ
る
こ
と
か

ら
指
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

あ
た
ご
荘
の
建
設
に
当

た
っ
て
、
当
時
、
が
け
地
で
危
険

性
が
あ
る
と
指
摘
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
建
設
が
行
わ
れ
た
。
な
ぜ
、

今
に
な
っ
て
警
戒
区
域
と
な
っ
た

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
当
時
は
警
戒
区

域
と
の
法
的
根
拠
が
な
く
、
今
回

の
調
査
に
よ
っ
て
警
戒
区
域
に
指

定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
、

あ
た
ご
荘
に
被
害
が
で
な
い
よ
う

に
、
県
に
お
い
て
対
策
工
事
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

委
員

管
財
課
長

委
員

防
災
対
策
課
長

委
員

防
災
対
策
課
長

　
　
　
凍
上
災
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
初
め
て
国
か
ら
被
災
が
認
め

ら
れ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
凍
上
災
は
主
に
寒
さ

が
原
因
で
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
表
面
に

亀
の
子
模
様
な
ど
の
ヒ
ビ
が
入
る

も
の
で
あ
る
。
今
年
度
だ
け
で
な

く
過
去
に
も
認
定
さ
れ
て
お
り
、

直
近
で
は
平
成
１８
年
に
８
路
線
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
対
象
路
線
の
う
ち
、
２
路

線
が
２５
年
度
に
繰
り
越
し
に
な
る

と
聞
い
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
　
全
国
的
に
被
害
が
大

き
く
、
国
に
お
い
て
今
年
度
は
約

８５
％
、
２５
年
度
は
約
１５
％
と
分
け

て
配
分
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。

　
　
　
地
方
債
の
残
高
に
つ
い
て

は
減
少
し
て
き
て
い
る
が
、
今
後

の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
一
般
会
計
の
起
債
残

高
が
ピ
ー
ク
だ
っ
た
の
は
１５
年
度

委
員

財
政
課
長

委
員

財
政
課
長

委
員

財
政
課
長

　
　
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
耐

震
改
修
工
事
に
係
る
県
補
助
の
内

訳
を
聞
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
補
助
限
度
額

５
０
０
万
円
の
う
ち
２
０
０
万
円

に
つ
い
て
は
、
県
と
市
が
半
分
ず

つ
出
し
合
う
補
助
制
度
と
な
っ
て

お
り
、
県
負
担
分
は
市
の
歳
入
と

し
て
入
る
こ
と
に
な
る
。
残
り
の

３
０
０
万
円
は
、
市
が
上
乗
せ
し

て
補
助
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

の
対
象
者
へ
の
周
知
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
た
の
か
。
ま
た
、
接
種
の

財
源
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
広
報
や
ま
が
た
と
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
指
定

医
療
機
関
や
保
育
園
・
子
育
て
支

委
員

こ
ど
も
福
祉
課
長

委
員

健
康
課
長

▲電気自動車充電設備が設置される市役所ロータリー

援
セ
ン
タ
ー
へ
の
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
お
よ
び
チ
ラ
シ
の
配
布
を
行
っ

た
。
財
源
は
、
国
か
ら
明
確
な
手

立
て
が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

機
会
を
捉
え
て
要
望
し
て
い
く
。

　
　
　
幼
児
遊
戯
施
設
は
県
住
宅

供
給
公
社
で
整
備
し
、
１０
年
間
の

割
賦
払
い
に
よ
り
費
用
を
支
出
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
市
が
直
接
事

業
を
行
う
よ
り
も
有
利
な
点
が
あ

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
施
設
整
備
の

総
事
業
費
は
約
２０
億
円
程
度
と
想

定
し
て
お
り
、
現
在
、
実
施
設
計

を
進
め
て
い
る
建
物
が
約
１０
億
円

程
度
と
見
込
ん
で
い
る
。
用
地
取

得
を
い
ち
早
く
行
う
た
め
に
は
、

地
権
者
の
方
々
を
含
め
建
設
予
定

地
に
精
通
し
て
い
る
県
住
宅
供
給

公
社
が
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
公
社

委
員

子
育
て
推
進
部
長

９月の主な補正予算
７億８,５８２万円

＜主なもの＞� （千円以下切り捨て）

道路橋梁災害復旧経費
� ……２億３,６９０万円
道路維持補修経費（側溝・水路補修）
� ……１億６,０００万円
清掃工場整備事業費負担金
　（市場バナナ加工施設移設分）
� ……１億４,５３３万円
災害対策備蓄事業
　（避難所発電機、防災倉庫整備事業）
� …………４,９４7万円
不活化ポリオ予防接種事業
� …………３,7４０万円
住宅リフォーム総合支援補助金
� …………３,０００万円
児童健全育成事業
　（放課後児童クラブ耐震改修支援）
� …………２,６１６万円
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み よみ り 情 報

産
業
文
教
分
科
会

農
業
創
意
工
夫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

支
援
事
業
費
補
助
金
を
審
査

環
境
建
設
分
科
会

好
調
な
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合

支
援
補
助
金
を
増
額
補
正

総
務
委
員
会

火
災
予
防
条
例
に
電
気
自
動
車
の

急
速
充
電
設
備
設
置
基
準
を
追
加

に
対
す
る
事
務
費
な
ど
に
つ
い
て

は
、
適
正
な
も
の
に
な
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
経
費
の
縮
減

に
つ
い
て
も
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
開
館
時
間
な
ど
が
は
っ
き

り
し
て
い
な
い
中
で
、
地
区
な
ど

へ
の
施
設
の
貸
し
出
し
の
話
が
出

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
の
と
こ

ろ
開
館
時
間
な
ど
の
詳
細
は
決

ま
っ
て
い
な
い
が
、
公
の
施
設
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
条
例
や

規
則
な
ど
で
定
め
、
市
民
に
周
知

を
図
っ
て
い
く
。

委
員

こ
ど
も
保
育
課
長

て
、
今
回
は
県
か
ら
の
補
助
の
み

で
市
と
し
て
上
乗
せ
は
行
わ
な
い

と
の
こ
と
だ
が
、
大
豆
は
日
本
の

食
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

り
、
市
と
し
て
何
ら
か
の
支
援
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
今
回
対
象
と
な
っ
て

い
る
事
業
は
、
県
産
大
豆
の
生
産

拡
大
に
資
す
る
も
の
だ
が
、
市
産

大
豆
の
使
用
拡
大
ま
で
に
は
至
ら

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て

補
助
金
の
上
乗
せ
は
行
わ
な
い
。

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
大
豆
の
転
作

団
地
へ
の
補
助
な
ど
を
行
っ
て
お

り
、
水
田
の
排
水
対
策
な
ど
の
基

盤
整
備
を
進
め
な
が
ら
、
今
後
も

市
産
大
豆
の
生
産
拡
大
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

農
政
課
長

か
に
つ
い
て
は
、
県
の
動
向
や
事

業
の
効
果
な
ど
を
検
証
し
な
が
ら
、

検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
国
に
申
請
し
た
凍
上
災
は

ど
の
程
度
認
定
さ
れ
た
の
か
。
ま

た
、
他
市
の
認
定
率
と
比
較
す
る

と
ど
う
な
の
か
。

委
員

　
　
　
　
　
　
　
９
件
で
２
億
７

８
０
０
万
円
の
申
請
を
行
い
、
査

定
の
結
果
、
２
億
８
２
４
６
万
円

の
認
定
を
受
け
た
。
本
市
の
認
定

率
は
１
０
１
・
６
％
で
あ
り
、
県

全
体
の
認
定
率
は
９６
・
７
％
と

な
っ
て
い
る
。

道
路
維
持
課
長

要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

主
な
基
準
に
、「
雨
水
等

の
浸
入
防
止
措
置
を
講
じ
る
こ

と
」
と
あ
る
が
、
機
械
へ
の
浸
入

を
防
ぐ
ほ
か
に
屋
根
の
設
置
も
必

要
と
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
屋
根
を
設
置
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
規
制
で
は

な
い
。

委
員

予
防
課
長

　
　
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支

援
補
助
金
が
市
民
か
ら
大
変
好
評

で
、
補
助
を
受
け
る
た
め
の
倍
率

も
高
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
こ
の

補
助
制
度
は
い
つ
ま
で
続
け
て
い

く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
総
合
支
援
事
業
は
、
県
の
事
業

と
し
て
３
ヵ
年
限
定
と
な
っ
て
お

り
、
県
・
市
補
助
と
併
せ
て
市
単

独
の
補
助
制
度
も
行
っ
て
い
る
。

平
成
２５
年
度
が
最
終
年
度
と
考
え

て
い
る
が
、
今
後
も
継
続
す
る
の

委
員

建
築
指
導
課
長

　
　
　
現
在
は
条
例
の
規
制
対
象

外
で
あ
る
５０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え

る
急
速
充
電
設
備
は
存
在
し
な
い

と
の
こ
と
だ
が
、
将
来
的
な
見
通

し
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
大
型
バ
ス
な
ど
の
電

気
自
動
車
の
技
術
が
将
来
的
に
進

ん
で
く
れ
ば
可
能
性
は
あ
る
が
、

現
時
点
で
想
定
は
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
設
備
利
用
の
際
は
、
協
力

金
を
支
払
う
と
の
こ
と
だ
が
、
電

気
を
売
る
こ
と
に
は
問
題
が
な
い

の
か
。

　
　
　
　
　
電
気
事
業
法
で
は
電

力
会
社
し
か
売
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
、
法
律
の
改
正
な
ど
が
必

委
員

予
防
課
長

委
員

予
防
課
長

　
　
　
農
業
創
意
工
夫
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
支
援
事
業
費
補
助
金
に
つ
い

委
員

▲県庁に設置されている電気自動車充電設備

▲樋越地区に建設予定の幼児遊戯施設完成イメージ図

常　任
委 会員

　
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
は
、
山
形
城
跡

本
丸
一
文
字
門
高
麗
門
復
原
工
事
用
木
材
の
購
入
、

山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
変
更
に

関
す
る
協
議
、
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
の
議
案
３
件
で
す
。

　
各
委
員
会
に
お
い
て
詳
細
に
審
査
し
た
結
果
、
全

て
の
案
件
は
全
員
異
議
な
く
可
決
、
同
意
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

 山形市　蔵王樹氷ライトアップ
と　き　平成２４年１２月下旬〜平成２５年２

月下旬
ところ　蔵王ロープウェイ山頂線および

地蔵山頂駅付近
内　容　蔵王の樹氷を色彩豊かな照明で

ライトアップし、幻想の世界に。
問い合わせ先　蔵王温泉観光協会案内所
 ☎６９４-９３２８

 上山市　上山城
 　　　　開館３０周年記念事業
と　き　１１月３日（土・祝）
ところ　上山城
内　容　記念式典および１階部分のリ

ニューアルお披露目があります。
　　　　（一般者への開場は午後２時〜）
問い合わせ先　上山城管理公社
 　☎６７３-３６６０

 山辺町　第１回やまのべ星ふるロード
 　　　　マラソン大会
と　き　１１月４日（日）午前９時３０分
　　　　スタート　※雨天決行
ところ　山辺町中央公園
内　容　【参加料】小・中学生/１,５００円
　　　　高校・一般、親子の部/２,５００円
問い合わせ先　実行委員会事務局
 　☎６６４-７２６３

平成２４年１１月１日／１８２号
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環
境
建
設
委
員
会

山
形
城
跡
本
丸
一
文
字
門
高
麗
門
の

復
原
工
事
用
木
材
の
購
入
を
決
定

　
　
　
霞
城
公
園
は
国
の
指
定
史

跡
だ
が
、
山
形
城
跡
の
復
原
に
対

し
、国
か
ら
の
補
助
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
文
化
庁
の
補
助

が
５０
％
、
県
か
ら
４
・
５
％
の
補

助
を
受
け
て
い
る
。

　
　
　
復
原
工
事
用
の
木
材
に
は
、

県
内
産
ま
た
は
市
内
産
の
も
の
を

使
う
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
何
百
年
も
耐
え

ら
れ
る
建
築
物
と
す
る
こ
と
か
ら
、

良
質
で
太
い
ヒ
ノ
キ
材
と
杉
材
が

必
要
で
あ
る
。
県
産
材
で
は
確
保

が
難
し
く
、
購
入
先
は
関
西
か
四

国
産
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
　
　
史
実
に
基
づ
く
史
料
な
ど

が
な
い
と
、
復
原
が
進
ま
な
い
と

の
こ
と
だ
が
、
早
期
完
成
の
た
め
、

補
助
金
を
受
け
ず
に
市
単
独
で
行

う
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

委
員

公
園
緑
地
課
長

委
員

公
園
緑
地
課
長

委
員

財
政
計
画
・
地
方
交
付
税
が
求
め

ら
れ
る
。

　
よ
っ
て
、
２
０
１
３
年
度
の
地

方
財
政
予
算
全
体
の
安
定
確
保
に

向
け
、
政
府
に
次
の
通
り
対
策
を

講
じ
る
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

１　
被
災
自
治
体
に
対
す
る
復
興

費
に
つ
い
て
は
、
国
の
責
任
に

お
い
て
確
保
し
、
自
治
体
の
財

政
が
悪
化
し
な
い
よ
う
各
種
施

策
を
十
分
に
講
ず
る
こ
と
。
ま

た
、
復
旧
・
復
興
に
要
す
る
地

方
負
担
分
は
、
通
常
の
予
算
と

は
別
に
計
上
す
る
こ
と
。

２　
医
療
・
介
護
、
子
育
て
支
援

分
野
の
人
材
確
保
な
ど
、
少

子
・
高
齢
化
に
対
応
し
た
一
般

行
政
経
費
の
充
実
、
農
林
水
産

業
の
再
興
、
環
境
対
策
な
ど
、

今
後
増
大
す
る
財
政
需
要
を
的

確
に
取
り
入
れ
、
２
０
１
３
年

度
地
方
財
政
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
。

３　
地
方
財
源
の
充
実
・
強
化
を

図
る
た
め
、
地
方
交
付
税
の
総

額
確
保
と
小
規
模
自
治
体
に
配

慮
し
た
再
分
配
機
能
の
強
化
、

国
税
５
税
の
法
定
率
の
改
善
、

社
会
保
障
分
野
の
単
位
費
用
の

改
善
、
国
の
直
轄
事
業
負
担
金

の
見
直
し
な
ど
、
抜
本
的
な
対

策
を
進
め
る
こ
と
。

　
政
府
は
９
月
７
日
に
、
赤
字
国

債
発
行
の
裏
付
け
と
な
る
特
例
公

債
法
案
成
立
の
見
通
し
が
立
た
な

い
た
め
、
戦
後
初
と
な
る
予
算
の

特
例
公
債
法
案
の
速
や
か
な

成
立
を
求
め
る
意
見
書

▲着々と工事が進められる山形城跡の復原工事
　
　
　
　
　
　
　
国
の
史
跡
指
定

を
受
け
て
い
る
た
め
、
補
助
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
現
状
変
更
な

ど
を
行
う
場
合
に
は
、
文
化
庁
の

許
可
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◇
厚
生
委
員
会
に
は
、
山
形
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の

変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て
の

議
案
１
件
が
付
託
さ
れ
、
詳
細
な

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

公
園
緑
地
課
長

意
見
書
（
要
旨
）

　
９
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
意

見
書
は
２
件
で
す
。
い
ず
れ
も
関

係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

　
子
育
て
、
医
療
、
介
護
な
ど
、

多
く
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
地

方
自
治
体
の
役
割
が
高
ま
っ
て
お

り
、
安
心
で
き
る
社
会
保
障
制
度

を
確
立
す
る
た
め
、
安
定
し
た
財

源
確
保
が
重
要
で
あ
る
。

　
特
に
、
地
域
経
済
と
雇
用
対
策

の
活
性
化
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、

介
護
・
福
祉
施
策
、
農
林
水
産
業

振
興
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
開

発
な
ど
を
雇
用
確
保
と
結
び
つ
け
、

こ
れ
ら
の
政
策
分
野
の
充
実
・
強

化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
２
０
１

２
年
度
政
府
予
算
で
は
地
方
交
付

税
総
額
１７
・
５
兆
円
を
確
保
し
て

お
り
、
２
０
１
３
年
度
予
算
も
、

２
０
１
２
年
度
と
同
規
模
の
地
方

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書

請願・陳情
　９月定例会で審議された請願は、請願者から撤回の申し出があった
１件を除く継続審査中の３件と、新たに提出された１件を合わせた４
件です。陳情は、新たに提出された１件を所管の委員会に配付しまし
た。結果は以下の通りです。 （※印は新たに提出されたもの）

件　　　　　　　名 紹介議員 所　管
委員会 結　果提　　　出　　　者

請　
　
　
　
　
願

※
地方財政の充実・強化を求めるこ
とについて 斉藤　栄治

武田　　聡 総　務 採　択連合山形地域協議会
議長　大城　啓
速やかな取調べの可視化（取調べ
の全過程の録画）の実現を求める
ことについて

遠藤　吉久
渡辺　　元
阿曽　　隆

総　務 継続審査
山形県弁護士会
会長　山上　朗
公的年金の「特例水準解消・２.５％
削減」は行わないよう求めること
について 阿曽　　隆 厚　生 継続審査
全日本年金者組合山形支部
支部長　武田道隆
消費税増税に反対することについて 佐藤亜希子

川口　充律 総　務 撤　回消費税廃止山形地区各界連絡会
代表　佐藤　弘
防災対策など住民の安心・安全を
支える行政サービスの体制・機能
の充実を求めることについて 佐藤亜希子

遠藤　吉久 総　務 継続審査
国土交通労働組合東北地方協議会
議長　後藤明広

陳　
情

※

地球温暖化対策に関する「地方財
源を確保・充実する仕組み」の構
築を求めることについて 総　務 配付のみ
全国森林環境税創設促進議員連盟
会長　板垣一徳
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執
行
抑
制
を
閣
議
決
定
し
た
。
９

月
か
ら
の
３
カ
月
間
で
地
方
交
付

税
な
ど
計
５
兆
円
程
度
の
支
出
先

送
り
を
想
定
し
て
お
り
、
こ
れ
に

よ
り
財
源
の
枯
渇
は
先
延
ば
し
さ

れ
る
が
、
１１
月
末
で
ほ
ぼ
財
源
が

枯
渇
す
る
見
通
し
で
あ
る
。

　
普
通
交
付
税
の
９
月
分
配
分
の

う
ち
、
市
町
村
分
の
約
１
兆
９
０

０
０
億
円
は
全
額
支
払
わ
れ
て
い

る
が
、
道
府
県
分
約
２
兆
１
５
０

０
億
円
は
１１
月
ま
で
の
月
割
り
と

さ
れ
、
県
は
銀
行
か
ら
の
借
入
措

置
を
行
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

独
立
行
政
法
人
や
国
立
大
学
法
人

の
運
営
費
交
付
金
も
半
分
以
上
を

留
保
、
私
学
助
成
も
国
立
大
学
運

営
交
付
金
と
同
様
に
対
応
す
る
と

さ
れ
て
お
り
、
地
方
経
済
へ
の
影

響
が
強
く
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　
よ
っ
て
国
に
お
い
て
は
、
特
例

公
債
法
案
を
速
や
か
に
成
立
さ
せ

る
と
と
も
に
、
今
後
、
地
方
自
治

体
の
財
政
運
営
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
の
な
い
よ
う
、
制
度
の
抜
本

的
な
見
直
し
を
強
く
要
望
す
る
。

人�

事�

案�

件

　
教
育
委
員
の
う
ち
、
佐
山
雅
映

委
員
と
金
村
勲
委
員
の
任
期
が
１１

月
１１
日
で
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

次
の
方
の
任
命
に
つ
い
て
全
会
一

致
で
同
意
し
ま
し
た
。

〈
再
任
〉

　
金か

な
村む

ら　
　
勲

い
さ
お 

氏
（
成
沢
西
）

〈
新
任
〉

　
徳と

く
永な

が　
正ま

さ
靱ゆ

き 

氏
（
木
の
実
町
）

教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
同
意（

７
月
）

１０
日　
議
会
運
営
委

員
会
、
議
会

改
革
検
討
委

員
会

１７
日　

７
月
臨
時
会

　
　
　
本
会
議
、
総
務
・
環
境
建

設
委
員
会
、
議
会
運
営
委

員
会
、
議
会
改
革
検
討
委

員
会
、
議
会
図
書
室
運
営

委
員
会

２７
日　
環
境
建
設
委
員
会

（
８
月
）

６
日　
議
会
改
革
検
討
委
員
会

９
日　
環
境
建
設
委
員
会

２２
日　
議
会
改
革
検
討
委
員
会

２８
日　
全
員
協
議
会

３０
日　
環
境
建
設
委
員
会
、
全
員

協
議
会
、
議
会
運
営
委
員

会
、議
会
改
革
検
討
委
員
会

（
９
月
）

６
日　

９
月
定
例
会
開
会

　
　
　
本
会
議
、
議
会
運
営
委
員

会
、議
会
改
革
検
討
委
員
会

１１
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）、

議
会
改
革
検
討
委
員
会

１２
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）、

総
務
委
員
会

１３
日　
決
算
・
予
算
委
員
会
、
議

会
基
本
条
例
（
素
案
）
報

告
会

１４
日　
総
務
・
厚
生
・
産
業
文
教
・

環
境
建
設
分
科
会（
決
算
）

１８
日　
総
務
・
厚
生
・
産
業
文
教

分
科
会
（
決
算
）

２０
日　
総
務
・
厚
生
・
産
業
文
教
・

環
境
建
設
分
科
会
（
補
正

予
算
）、
議
会
改
革
検
討

委
員
会

２１
日　
総
務
・
厚
生
・
産
業
文
教
・

環
境
建
設
委
員
会

２５
日　
決
算
・
予
算
委
員
会
、
全

員
協
議
会
、
総
務
委
員
会

２６
日　
議
会
史
編
さ
ん
委
員
会
、

議
会
運
営
委
員
会
、
議
会

改
革
検
討
委
員
会

２７
日　
本
会
議
、議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
９
月
定
例
会
閉
会

（
１０
月
）

４
日　
議
会
報
委
員
会

７
月
臨
時
会

　
７
月
臨
時
会
を
、
７
月
１７
日
に

開
催
し
ま
し
た
。

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
平
成
２４
年
度
山
形
市
公
営
住

宅
（
南
山
形
団
地
）
第
三
期
建
替

Ｇ
棟
建
築
工
事
）
の
議
案
１
件
が

上
程
さ
れ
、
環
境
建
設
委
員
会
に

（
１１
月
）

２２
日　
議
会
運
営
委
員
会

２９
日　
本
会
議
（
開
会
）、

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

（
１２
月
）

４
日　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

５
日　
本
会
議
（
一
般
質
問
）

６
日　
予
算
委
員
会

１２
月
定
例
会
の
日
程（
予
定
）
７
日　
予
算
分
科
会

１０
日　
常
任
委
員
会

１２
日　
予
算
委
員
会
、全
員
協
議
会

１３
日　
議
会
運
営
委
員
会

１４
日　
本
会
議
（
閉
会
）

　
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
議
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
☎
（
６
４
２
）
８
４
０
４

ベニちゃんの  教えて! 議会用語
はながた

Ｑ 議会基本条例って
　 なんだベニ？

Ａ　　議会基本条例は、地方議会の役
割を明らかにして、議会や議員が活
動するための基本的な事項を定めた
条例だよ。現在、全国各地の地方議
会で制定が相次いでいるんだ。
　山形市議会でも平成２４年１２月の制
定を目指して活発に議論が行われて
いるよ。１１月１９日（月）には条例素案
の市民報告会を実施するので、ぜひ
参加してね！（詳しくは折り込みの
冊子を見てね。）

　　決算委員会は、前年度の市
の予算が適正に使われているか
審査する委員会だよ。市のさま
ざまな施策が、どのような成果
を上げたか報告を受け、内容を
検証してその決算が認定すべき
ものかどうかを審査するよ。山
形市では、分野別に総務・厚生・
産業文教・環境建設の各分科会
を設置して詳細な審査をしてい
るんだ。

Ａ

Ｑ 決算委員会って
　 なんだベニ？

付
託
し
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
審

査
終
了
後
に
本
会
議
を
再
開
し
、

委
員
長
報
告
を
受
け
た
後
、
採
決

し
た
結
果
、
全
員
異
議
な
く
同
意

し
ま
し
た
。

平成２４年１１月１日／１８２号
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ド
ッ
ト
ジ
ェ
イ
ピ
ー
が
行
っ
て
い
る
「
議
員
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
り
、
研
修
生
と
し
て
市
議
会
議
員
と
行
動
を

共
に
し
た
大
学
生
に
、
議
会
や
議
員
活
動
の
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。

研
修
生
か
ら
見
た
議
会

か
り
で
、
と
て
も
良
い
体
験
が
で

き
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

私
は
将
来
地
元
の
た
め
に
働
く
こ

と
が
夢
な
の
で
す
が
、
間
近
で
議

員
が
懸
命
に
市
民
の
た
め
に
活
動

し
た
り
意
見
交
換
を
し
て
い
る
姿

を
見
て
圧
倒
さ
れ
、
感
動
し
ま
し

た
。
こ
の
活
動
で
は
本
当
に
た
く

さ
ん
の
大
切
な
こ
と
を
学
び
、

色
々
な
議
員
の
方
と
も
交
流
が
で

き
て
自
分
の
中
で
と
て
も
貴
重
な

財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
議
員
を

は
じ
め
、
お
世
話
に
な
っ
た
み
な

さ
ん
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
!!

　
今
回
、
議
員
イ
ン
タ
ー
ン
活
動

に
参
加
し
て
み
て
、
も
と
も
と
政

治
に
関
心
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、

改
め
て
実
際
に
活
動
し
て
み
る
と

政
治
を
よ
り
身
近
に
感
じ
、
興
味

も
深
ま
り
ま
し
た
。
今
ま
で
自
分

が
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
活
動
ば

議
員
と
と
も
に
活
動
し
て

山
形
大
学

　廣
谷

　早
織

よ
っ
て
、
対
立
や
協
調
が
生
ま
れ

ま
す
。
何
が
最
善
の
策
な
の
か
を

判
断
す
る
の
は
本
当
に
難
し
い
と

思
い
ま
し
た
。
近
づ
い
て
み
な
い

と
真
実
は
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
物

事
を
考
え
る
必
要
性
を
痛
感
し
ま

し
た
。
メ
デ
ィ
ア
に
露
出
し
た
姿

だ
け
を
見
て
判
断
し
て
は
、
本
質

は
捉
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
回
、
間

近
で
政
治
を
見
る
こ
と
で
政
治
の

本
当
の
姿
を
垣
間
見
た
気
が
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を

い
た
だ
き
、
議
員
を
は
じ
め
、
事

務
局
の
方
々
に
感
謝
し
ま
す
。

印
象
だ
っ
た
の
で
す
が
、
実
際
に

行
っ
て
み
る
と
報
道
で
は
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
シ
ー
ン
が
多
く
、

な
に
よ
り
市
を
改
善
し
よ
う
と
い

う
気
持
ち
が
直
接
伝
わ
っ
て
き
て

関
心
が
湧
き
ま
し
た
。
特
に
本
会

議
だ
け
で
な
く
委
員
会
の
傍
聴
も

印
象
的
で
し
た
。
本
会
議
と
は

違
っ
た
魅
力
が
あ
り
、
見
応
え
が

あ
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な

い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、

議
会
傍
聴
は
視
野
を
広
め
る
き
っ

か
け
に
な
り
、
貴
重
な
良
い
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

　

市
議
会
は
、
３５
人
の
議
員
の

方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
理
想
と
志
を

持
ち
寄
っ
て
で
き
て
い
ま
す
。
全

て
の
人
が
納
得
す
る
結
果
な
ん
て

あ
り
得
ま
せ
ん
が
、
決
断
を
し
な

く
て
は
何
も
始
ま
り
ま
せ
ん
。
何

を
最
優
先
に
考
え
る
か
の
違
い
に

　
私
は
８
月
と
９
月
の
２
カ
月
間
、

議
員
の
傍
ら
で
イ
ン
タ
ー
ン
活
動

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
日
々

の
活
動
を
通
し
て
行
っ
た
議
会
傍

聴
は
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
経
験

で
し
た
。
傍
聴
す
る
ま
で
は
「
退

屈
で
面
白
く
な
さ
そ
う
」
が
第
一

「
本
物
。」

イ
ン
タ
ー
ン
か
ら
得
た
も
の

山
形
大
学

　米
原

　幸
希

山
形
大
学

　渡
邉

　鴻
也

市政トピックス

消防署西崎出張所
　市民防災センターがオープン

　１０月１日に、消防署西崎出張所・市民防災
センターがオープンしました。
　市西部地区の消防・救急を担う西崎出張所
には、防災ヘリコプターなどが離着陸できる
ヘリポートも整備され、大規模災害時の活動
拠点としての役割が期待されます。
　また、市民防災センターでは地震や火災の
消火などのさまざまな体験コーナーがあり、
防災・減災に対する知識を学習できる施設と
なっています。

▲大きな揺れが体感できる地震体験コーナー

市
の
お
宝
を
表
紙
写
真

で
紹
介
し
ま
す
！

山
形
市
の
お
宝
を

紹
介
す
る
ベ
ニ
！

　
お
宝
広
報
大
使
「
は
な
が

た
ベ
ニ
ち
ゃ
ん
」
が
、
山
形

の
お
宝
４６
品
目
よ
り
厳
選
し

た
も
の
を
次
号
か
ら
の
表
紙

写
真
に
て
紹
介
し
ま
す
。
山

形
市
の
魅
力
が
発
見
で
き
る

か
も
?!
お
楽
し
み
に
！
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委
員
会

視
察
報
告

　本
市
議
会
で
は
、
先
進
的
な
施

策
を
実
施
す
る
他
の
自
治
体
な
ど

へ
の
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
議
会
運
営
委
員
会
の
視
察

内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

委員会名 日　程 視察地 視察項目

議会運営委員会
（１班）

７月４日（水）

〜

７月６日（金）

奈良県生駒市
兵庫県宝塚市

大阪府岸和田市

議会基本条例および
議会改革について

議会運営委員会
（２班）

７月２３日（月）
〜

７月２５日（水）

愛知県豊田市
愛知県犬山市
静岡県島田市

議会基本条例および
議会改革について

議会運営委員会（１班）

　宝塚市は人口約２２万人の議員定数２６人で、平成２３
年に議会基本条例を制定し、先進的な議会改革に努
めています。議会報告会は各定例会終了後に全議員
が参加して実施しており、一般質問での一問一答方
式や反問権の導入状況、常任委員会での自由討議の
方法などを調査してきました。生駒市では、議会基
本条例制定の前に実施可能な改革を先行して実施し
ており、岸和田市では、「地に足のついた改革を」
として、議会報告会を議会基本条例に盛り込まない
こととしていました。いずれの市議会も、積極的に
議会改革に取り組んでおり、本市の議会改革を進め
る上で大変参考になるものでした。

議会運営委員会（２班）

　豊田市は平成１６年度に一問一答・対面方式などを
導入し、２１年度に議会基本条例を制定しています。
２３年度からは議会報告会の実施、２４年度には議員間
討議および政策提言に向けて調査研究を行うなど、
積極的な議会改革に取り組んでいました。犬山市で
は２３年度の議会基本条例制定に先立ち、一問一答方
式、質疑などの趣旨確認のための反問権、議員間討
議などを導入していました。島田市は議会基本条例
制定に当たって、パブリックコメント・市民報告会
を併せて行い、寄せられた意見を条例に反映させて
いました。いずれの市議会も議会改革に積極的に取
り組んでおり、本市の議会基本条例制定、議会改革
に大いに参考となる視察となりました。

市民の皆様のご理解を
お願いします

年賀状などのあいさつ状は
禁止されています！

　議員が選挙区内の人にお金や物を贈るこ
とは、公職選挙法で禁止されています。違
反すると罰せられます。有権者が寄付を求
めることも禁止されています。

　議員は選挙区内の人に対し
て、自筆による答礼を除き、年
賀状などの時候のあいさつ状（電報なども
含む）を出すことは禁止されています。

山形花笠まつり功労団体表彰

　山形花笠まつり第５０回記念式典が平成２４年１０月１５日に開
催され、山形市議会が功労団体表彰（本市議会のほか２２団

▲功労団体表彰を受ける鑓水副議長

体）を受けまし
た。本市議会は
昭和４４年から山
形花笠まつりに
参加しており、
今回の表彰はそ
の長年にわたる
参加の功労に対
するものです。

平成２４年１１月１日／１８２号
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今
年
は
厳
し
い
残
暑
が
続
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
あ
っ
と
い
う
間

に
短
い
秋
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
月
日
が
経
つ
の
は
本
当
に

早
い
も
の
で
、
す
ぐ
そ
こ
ま
で
厳

し
い
冬
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
多
く

の
皆
さ
ん
が
、
昨
シ
ー
ズ
ン
の
豪

雪
を
思
い
出
し
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。「
ス
キ
ー
場
に
だ
け
雪

が
降
れ
ば
良
い
の
に
…
」
と
思
う

の
は
、
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
？

　
さ
て
、
こ
の
度
の
市
議
会
報
に

折
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
現

在
、
山
形
市
議
会
で
は
議
会
基
本

条
例
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
身
近
で
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
し
、
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
議
会
報
委
員
会
も
、
そ

の
理
念
に
基
づ
き
、
よ
り
分
か
り

や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
心
が
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

議
会
報
委
員　
渋
江　
朋
博

編
集
後
記

山形市のお宝広報大使

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第５２号
工事請負契約の締結について（平成２４年度山形市公営住宅（南山形団地）第三期建替Ｇ棟
建築工事）
　市公営住宅（南山形団地）第三期建替Ｇ棟建築工事について、請負契約を締結するもの
です。

同意
（全会一致）

議案番号 件　　　　名 議決結果

議第５３号
平成２３年度山形市一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定について
　一般会計および特別会計歳入歳出決算について、地方自治法の規定により認定を求める
ものです。

認定
（全会一致）

議第５４号

〜

議第５６号

平成２３年度山形市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について
平成２３年度山形市公共下水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について
平成２３年度山形市立病院済生館事業会計剰余金の処分及び決算認定について
　水道事業会計・公共下水道事業会計・市立病院済生館事業会計剰余金の処分および決算
認定について地方公営企業法の規定により、それぞれ認定および議決を求めるものです。

可決
および認定
（全会一致）

議第５７号
平成２４年度山形市一般会計補正予算
　道路橋りょう災害復旧経費、道路維持補修費、清掃工場整備事業費負担金、災害対策備
蓄事業、不活化ポリオ予防接種事業、住宅リフォーム総合支援補助金、児童健全育成事業
などに係る補正予算の計上です。

可決
（全会一致）

議第５８号
平成２４年度山形市公設地方卸売市場事業会計補正予算
　立谷川清掃工場の改築に伴い、公設地方卸売市場のバナナ加工施設の解体・移設に関わ
る工事費に係る補正予算の計上です。

可決
（全会一致）

議第５９号
山形城跡本丸一文字門高麗門復原工事用木材の購入について
　霞城公園整備事業の一環として、山形城跡本丸一文字門高麗門の復原工事用木材を購入
するものです。

同意
（全会一致）

議第６０号
山形県後期高齢者医療広域連合規約の変更に関する協議について
　住民基本台帳法の改正などに伴う規約の変更について協議するため、地方自治法の規定
により議決を求めるものです。

可決
（全会一致）

議第６１号
山形市火災予防条例の一部改正について
　総務省令の改正に伴い電気自動車用の急速充電設備を火災予防のための規制対象に追加
し、その設備の位置、構造および管理に関する基準を新たに定めるものです。

可決
（全会一致）

議第６２号 山形市教育委員会委員の任命について
　内容は１７ページの「人事案件」をご覧ください。

同意
（全会一致）

議決議案一覧（９月定例会）

議決議案一覧（７月臨時会）

議会案番号 件　　　　名 議決結果

議会案第６号 地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について
　内容は１６〜１７ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（全会一致）

議会案第７号 特例公債法案の速やかな成立を求める意見書の提出について
　内容は１６〜１７ページの「意見書（要旨）」をご覧ください。

可決
（賛成多数）
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